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10月8日（日）コスモスホールにて能楽ワーク
ショップが開催されました。詳しくは、27ペー
ジまちのアルバムをご覧ください。

P2　平成28年度 川西町決算報告
P6　�平成29年度 川西町「全国学力・学習状況

調査」の結果

今月の
表紙

主な
内容

川西町ホームページ
https://www.town.nara-kawanishi.lg.jp

川西町公式 Facebook
https://www.facebook.com/kawanishi.nara
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平成28年度一般会計決算は、歳入が40億6,889万2千
円、歳出は38億2,126万1千円となりました。歳入から
歳出を差し引くと、2億4,763万1千円の黒字となりま
すが、そのうち平成29年度へ繰り越す事業に必要なお
金が4,302万1千円ありますので、実質的な収支は、2
億461万円の黒字となりました。

児童福祉事業

平成29年4月1日に開園
した幼保連携型認定こ
ども園の整備補助を行
い、町内児童の保育環
境の充実を図りました。

道路橋梁維持事業

橋梁長寿命化に伴い、
橋梁の点検や、杉の木
橋補修工事等を行いま
した。

災害対策事業

被災時に指定避難所と
なる各施設にソーラー
発電照明・避難誘導灯
を整備しました。

都市計画事業

結崎駅周辺整備に伴
い、測量設計や土地権
利者調査、基本計画策
定業務等を行いまし
た。

平成28年度の町の決算が認定されました。町が行って
いる事業は、皆さんが納めた税金や、国・県からの補
助金などでまかなわれています。決算は、このお金が
住民の皆さんの暮らしやまちづくりの中で、どのよう
に活かされてきたかをまとめたもので、その概要を紹
介します。

用語の説明（歳入）

町�税　町民税、固定資産税など、皆さんが町に直接
納めたお金

地�方交付税　所得税など国が徴収した税金の中か
ら、町の財政状況、地域特性に応じて交付される
お金

国�庫・県支出金　特定の事業を実施するため、国や
県から交付されたお金

町�債　大きな事業をおこなうために、国や金融機関
から借り入れたお金

自主財源　町が自主的に収納・徴収できるお金
依存財源　国や県から交付・割り当てられるお金

■　一般会計

平成28年度の主な事業

       自主財
源

（
37.5％

）

依
存

財
源

（
62.5％）  

国庫支出金
3億7,389万
　　　6千円
          9.2％

県支出金
3億5,457万円
　　　　  8.7％

　  町税
    　  11億
         　2,687万
　　　　　2千円
　　　　　 27.7％

繰越金
1億9,962万
　　　5千円
　　　4.9％

歳入
40億
6,889万
2千円

地方交付税
    13億9,738万9千円
                   34.3％

町債
2億3,904万4千円
5.9％

　  町税
    　  11億
         　2,687万
　　　　　2千円
　　　　　 27.7％国庫支出金

3億7,389万
　　　6千円
          9.2％

県支出金
3億5,457万円
　　　　  8.7％

繰入金 4,844万円1.2％

諸収入 1,950万6千円 0.5％

分担金及び負担金 3,727万7千円 0.9％

使用料及び手数料 7,176万2千円 1.8％

繰越金
1億9,962万
　　　5千円
　　　4.9％

地方消費税交付金
1億2,764万6千円 3.1％

その他 5,083万9千円 1.3％

財産収入 1,151万9千円 0.3％

寄付金 1,050万7千円 0.2％

認定こども園整備補助
1億9,886万円

橋梁長寿命化対策事業
4,766万円

防災施設整備事業
3,225万円

駅周辺整備事業
2,775万円

財政課
☎0745（44）2671平成28年度　川西町決算報告
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用語の説明（歳出）

投資的経費
　施設等、将来に残るものに支出されるお金
扶助費
　�主に児童手当、子ども・老人・重度障害者の医療
助成等に係るお金

繰出金　
　�国民健康保険等の特別会計へ繰り出して使ったお
金

補助費等
　各種事業や団体への補助金や負担金等のお金

用語の説明（歳出）

民生費　�児童福祉や高齢福祉、障害福祉などに使われる
お金

総務費　�庁舎の管理、税務、住民登録、選挙、広報、統計、
電算運営、基金積立などに使われるお金

教育費　�学校の増改築、学校運営、社会教育、生涯学習、
文化財保護などに使われるお金

土木費　道路や公営住宅の整備などに使われるお金
公債費　町が借りたお金を返すためのお金
衛生費　�各種検診や予防接種、ごみの処理などに使われ

るお金
消防費　�広域消防の運営・消防団の運営や消防施設の整

備、防災事業などに使われるお金
議会費　�町議会の運営や町議会議員の報酬などに使われ

るお金
農商工業�費　農商工業の振興や農道の整備、観光の振興

に使われるお金

　　　　教育費
4億4,787万9千円

　　　11.7％

総務費
6億9,072万2千円

18.1％

民生費
12億4,556万

1千円
32.6％

公債費
4億85万3千円

10.5％

土木費
4億2,007万6千円

11.0％

衛生費
2億6,750万5千円
　　　　　　　7.0％

投資的経費
5億3,082万
　　6千円

　　　　教育費
4億4,787万9千円

　　　11.7％

総務費
6億9,072万2千円

18.1％

民生費
12億4,556万

1千円
32.6％

公債費
4億85万3千円

10.5％

土木費
4億2,007万6千円

11.0％

衛生費
2億6,750万5千円
　　　　　　　7.0％

消防費
2億754万7千円 5.4％

農商工業費
3,636万1千円 0.9％
議会費
8,357万6千円 2.2％

諸支出金
2,118万1千円 0.6％

人件費
8億3,794万円

扶助費
5億768万

3千円

繰出金
4億7,424万
　6千円

補助費等
4億2,459万

2千円

公債費
4億85万

3千円

物件費
5億899万円

人件費
8億3,794万円

扶助費
5億768万

3千円

維持補修費 3,364万2千円

繰出金
4億7,424万
　6千円

補助費等
4億2,459万

2千円

公債費
4億85万

3千円

投資的経費
5億3,082万
　　6千円

積立金
1億248万9千円

物件費
5億899万円

歳出
38億
2,126万
1千円

歳出
38億
2,126万
1千円

性質別 目的別

町民１人当たりの
歳出額

平成28年度末の人口
8,704人で計算

公債費　　４万６千円

総務費　７万９千円

消防費　　２万４千円

民生費　14万３千円

衛生費　　３万１千円

教育費　　　　５万１千円

土木費　　４万８千円
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■	 特別会計及び企業会計決算

■	 財政指標から見た財政状況

町には一般会計の
ほかに、特定の目
的のための会計が
あります。どの会
計も、皆さんの暮
らしに密着した事
業を行っています。

会　計　名 歳　入 歳　出
国民健康保険特別会計 11億7,715万5千円 11億7,701万8千円
後期高齢者医療特別会計 1億2,084万5千円 1億2,061万1千円
住宅新築資金等貸付事業特別会計 1,123万2千円 2,362万8千円
介護保険事業勘定特別会計 7億5,474万3千円 7億3,960万4千円
介護保険介護サービス事業特別会計 1,287万7千円 1,242万2千円
公共下水道事業特別会計 2億2,218万3千円 3億772万4千円

会　計　名 歳　入 歳　出
水道事業会計・収益的収支 2億2,162万8千円 1億8,273万6千円
水道事業会計・資本的収支 335万3千円 6,143万3千円

指標の見方
川西町 県内平均 全国平均

H28 H27 H28 H27 H28 H27

財政力指数 高い方がいい 0.48% ○ 0.48% ○ 0.46% 0.41% 0.51% 0.49%

経常収支比率 低い方がいい 88.4% ○ 83.8% ○ 97.4% 92.1% 94.3% 93.4%

実質赤字比率 － － ◎ － ◎

連結実質赤字比率 － － ◎ － ◎

実質公債費比率 低い方がいい 4.2% ○ 2.7% ○ 10.2% 11.7% 11.9% 12.7%

将来負担比率 低い方がいい － ◎ － ◎ 78.3% 159.8% 173.4% 175.6%

水道事業会計 － － ◎ － ◎

公共下水道事業特別会計 低い方がいい 6.4% ○ － ◎

財�政力指数　標準的な行政を行う経費のうち、どの程度、
町税等の標準的な自前の収入でまかなえるかを示した
もの。１に近い、あるいは１を超えるほど財源に余裕
があると言えます。

経�常収支比率　町税や普通交付税等の毎年常に入ってく
る比較的自由に使える収入に対し、人件費、扶助費、公
債費等の毎年必ず支払わなければならない固定的な経費
がどの程度充てられたかを示したもの。この比率が小さ
いほど独自の施策に使える財源が大きいと言えます。

健�全化判断比率　「地方公共団体の財政の健全化に関す
る法律」に基づく財政上の指標です。これによって、
財政の早期健全化（イエローカード）や再生（レッド
カード）の必要性が判断されます。

実�質赤字比率　一般会計等を対象とした実質赤字額が、
標準財政規模（税・交付税等、町が自由に使えるお金
の大きさを表したもの）に占める割合。［早期健全化
基準15％、財政再生基準20％］

連�結実質赤字比率　公営企業を含む全会計を対象とした
実質赤字額（または資金不足額）が標準財政規模に占
める割合。［早期健全化基準20％、財政再生基準30％］

実�質公債費比率　一般会計等が負担する公債費等（公営
企業や一部事務組合等の地方債の償還のうち一般会計
等が負担する分も含む）が、標準財政規模に占める割
合。実質的な借金返済負担の重さを表す指標です。18
％を超えると地方債を発行する際に県の許可が必要と
なります。［早期健全化基準25％、財政再生基準35％］

将�来負担比率　一般会計等が将来負担すべき負債（公営
企業や一部事務組合等の分を含む）が、標準財政規模
の何倍あるかを示したものです。この比率が高いと、
将来的に財政が圧迫される可能性が高くなります。［早
期健全化基準350％］

資�金不足比率　公営企業ごとの資金不足額が、事業規模
である料金収入に対してどのくらいあるかを示したも
のです。［経営健全化基準20％］

用語の説明

特別会計

企業会計

※�赤字額、資金不足額が
ないため、実質赤字
比率、連結実質赤字
比率、資金不足比率
は「－」と表示してい
ます。
※�平均については、財
政力指数、平成28年
度県内平均の実質公
債費比率及び将来負
担比率は単純平均、
それ以外は加重平均
です。
※�平成28年度の県内平均
及び全国平均について
は、速報値です。
※�６月、12月に川西町ホ
ームページにて財政状
況を公表しています。

◎：良い　○：普通　△：良くない

健
全
化
判
断
比
率

資
金
不
足
比
率

（消費税及び地方消費税抜き）

平成28年度　川西町決算報告



2017.11. １　川西5

6,000

4,000

2,000

0

1,500

1,000

500

0

99.5％

99.0％

98.5％

98.0％

（百万円） （百万円）
町税

借入残高
（普通会計）

H28 H24 H25 H26 H27 H28

99.6％

99.2％
99.3％

99.4%

99.6%

1,127
1,230

1,154
1,141

1,165

6,100

H24

5,663

H25

6,380

H26

6,585

H27

6,345

町民税 固定資産税法人住民税
軽自動車税 たばこ税 徴収率（現年度分）

徴収率

借入残高
（下水道会計）

借入残高
（水道会計）

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（百万円）

財政調整基金

H28H24 H25 H26 H27

4,785

3,171

4,007
4,189

4,747

減債基金 その他特目

■	 債務残高の推移（会計別）

■	 現状と今後

■	 町税と徴収率の推移

■	 基金残高の推移

　本町の平成28年度普通会計決算から見る財政状況
は、経常収支比率、財政力指数、実質公債費比率とそ
れぞれ良好な数値にあり、現段階については健全な状
況であると言えます。
　歳入面では、法人住民税や地方交付税等の減少もあ
り、前年度を下回りました。また、町人口が年々減少
していることもあり、今後個人住民税は減少していく
と考えられます。歳出面では災害対策事業の一環とし
て、指定避難所における照明等の整備や、避難場所と
して利用するための旧下永共同浴場解体工事等を実施
しました。また、福祉事業においては、認定こども園
開園における整備補助、子育て支援として、川西版ネ
ウボラ事業、ぬくもりの郷駐車場の整備工事等を実施
しました。
　今年度についても、橋梁・道路の修繕や文化会館空
調改修事業、各社会福祉事業等の川西町の活性化に繋
がる事業を実施していきます。
　今後も工業ゾーン創出プロジェクトや駅周辺整備等
の多大な費用を要する事業を実施していくため、現在
の財政状況に満足することなく、引き続き、行財政の
健全化と効率化に取り組んでいく必要があると考えて
います。

用語の説明
財政調整基金
　�経済事情の変動等で財源が不足する場合や大規模な
建設事業・災害等の財源として設置される基金。

減債基金
　将来の地方債の償還等に備えて設置される基金。
その他特目
　駅周辺整備等、特別な目的のために設置される基金。
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■	 はじめに

■	 正答率構成グラフ（A＝知識、B＝活用）

■	 教科に関する調査（平均正答率）（A＝知識、B＝活用）
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　平成19年度より実施されてい
る「全国学力・学習状況調査」は、
義務教育の機会均等とその水準
の維持向上の観点から、児童・
生徒の学力や学習状況を把握・
分析し、教育施策の成果と課題
を検証し、その改善を図るとと
もに、学校における児童・生徒
への指導の充実や学習状況の改
善に役立てることを目的として
います。
　上記のことを踏まえながら、
川西町教育委員会では、昨年度
に引き続き、平成29年４月に実
施されました全国学力・学習状
況調査の結果について公表をす
ることにいたしました。本町で
は、豊かな人間性と創造力をそ
なえ、『知』・『徳』・『体』の調和
のとれた子どもの育成を指導の
重点として取組を進めていると
ころであり、今回の調査結果を
今後の取組の資料としてまいり
たいと考えております。なお、
本調査結果は、学力の特定の一
部分であることや学校における
教育活動の一側面に過ぎないこ
と、また、学校では様々な教育
活動を進めていることを十分ご
理解いただきますようお願いし
ます。
　児童・生徒の確かな学力・豊
かな人間性・たくましい心身の
育成には、学校と地域・家庭と
の連携が不可欠です。保護者や
町民の皆様方におかれましては、
今回の公表を通して、さらに教
育への関心を高めていただく一
つの機会となることを願ってお
ります。皆様方には、今後とも
変わらぬご理解とご支援をいた
だきますよう、よろしくお願い
申し上げます。

川西町教育委員会

国語Ａについては、全体的に正答率が高く、右肩上がりにある。
国語 Bについては、昨年度同様正答数の多い割合と正答数の少ない割合が
同じで、左方向に大きな山が見られる。

算数Aについては、全体的に正答数が高い。
算数 Bについては、正答数の多い割合よりも正答数の少ない割合が上回っ
ており、昨年度同様左方向に大きな山が見られる。

A問題は基礎的・基本的な知識・技能が身についているかどうかをみる問題、
B問題は基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかを
みる問題が出題されている。本年度の全国・県の平均正答率と比べると、
国語において「活用に関する問題（Ｂ）」に課題が見られる。

　 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

川西町 ７３ ４９ ７７ ４４

奈良県 ７４ ５６ ７８ ４５

全　国 ７４．８ ５７．５ ７８．６ ４５．９

国語

算数

教育総務課
☎0745（44）2684平成29年度　川西町「全国学力・学習状況調査」の結果
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■	 各教科の領域等の正答率状況

川西町 奈良県 全国

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国
語の特質に関する事項

国語A領域別（％）

50 60 70 80

川西町 奈良県 全国

国語A観点別（％）

川西町 奈良県 全国

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

国語B領域別（％）

40 60 80

川西町 奈良県 全国

読む能力

書く能力

話す・聞く能力

国語への関心・
意欲・態度

国語B観点別（％）

20 40 60 80

川西町 奈良県 全国

数と計算

量と測定

数量関係

図形

算数A領域別（％）

50 70 90

川西町 奈良県 全国

数量や図形に
ついての知識・理解

数量や図形に
ついての技能

算数A観点別（％）

50 70 90

川西町 奈良県 全国

数と計算

量と測定

図形

数量関係

算数B領域別（％）

0 20 40 60

川西町 奈良県 全国

数学的な考え方

数量や図形に
ついての知識・理解

算数B観点別（％）

0 20 40 60

言語についての知識・
理解・技能

読む能力

書く能力

話す・聞く能力

50 60 70 80

Ａ問題においては、「言語について
の知識・理解・技能」の漢字の読み
書きについて県平均を上回っている
が、俳句の情景を捉える設問やこと
わざの意味を理解し、自分の表現に
用いることができるかどうかをみる
設問で課題が見られる。

Ｂ問題においては、「話すこと・聞
くこと」「書くこと」「読むこと」の
各領域において県平均を下回ってい
る。特に目的や意図に応じて話の構
成や内容を工夫し、場に応じた言葉
遣いで自分の考えを話すことができ
るかどうかをみる設問で課題が見ら
れる。また、記述問題を苦手とする
児童の割合が高い。

Ａ問題においては、「数量関係」の
領域では県平均を上回り、「数と計
算」の領域も県平均とほぼ同程度に
ある。しかし、「図形」「量と測定」
の領域ではやや県平均を下回ってい
る。特に任意単位による測定につい
ての理解、立方体の面と面との位置
関係を問う設問で課題が見られる。

Ｂ問題においては、「量と測定」は
県平均をやや上回っている。他の領
域では、県平均とほぼ同程度にある。
示された割合を解釈して、基準量と
比較量の関係を表している図を判断
できるかどうかを問う設問で課題が
見られる。

国語 A

国語 B

算数 A

算数 B
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■	 学力向上に向けて　～教育委員会～

■	 学力向上に向けた取組　～小学校～

■	 保護者の皆様へ

〈基本的な生活習慣〉

〈自分には良いところがある〉

〈家庭での学習〉

70

65

60

55

50

45

40
① ② ③ ④

（％）

70

65

60

55

50

45

40
①

（％）

② ③ ④

70

65

60

55

50

45

40
① ② ③ ④

（％）

Ⅰ．「分かる・できる・楽しい授業」を目指して
・�一人一人の学習状況や理解度に応じたきめ細かな指導
を行い、基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を
目指す。
・�児童が互いに自分の考えを説明したり、話し合ったり
する活動を通して、自分の考えを広げ、深める授業を
目指す。
・�追求意欲を高める課題の工夫をしたり、達成感が得ら
れる振り返りをしたりすることで、児童の学習に対す
る意欲や主体的な態度を育てる。
Ⅱ．授業改善を図る体制づくりを
・�学校全体で共通理解しながら、組織的・継続的に児童
の学力向上に向けた取組を推進する。
・�授業研究や校内外の研修を充実させ、教員一人一人の
力量を高める。
・�児童の学習状況や各種データに基づく取組の評価・検
証を行い、指導の改善に生かす。
Ⅲ．家庭における生活習慣や学習習慣の改善を
　�基礎学力を定着させるためには、基本的な生活習慣と
家庭における学習の習慣化を確立することが重要であ
る。そのためにも学校と家庭とのさらなる連携や協働
を図る。

　本校における児童の学力・学習状況は、徐々にではあ
るが上向き傾向にある。これまで「基礎学力の定着」「主
体的な学習態度の育成」「分かりやすい授業づくり」を
目指して取り組んできた成果が表れはじめていると考え
ている。児童に対する質問からも明らかなように、毎時
間の学習活動でのめあて・目標の明確な提示、学習内容
の振り返り活動の設定、話し合うことを通じて自らの考
えを広げたり深めたりする場の活用等、全校的な学習ス
タイルの確立・定着も学力向上の一因であると捉えてい
る。
　今後も教科学習以外に、自尊感情の育成や人権意識の
高揚、一人ひとりを大切にする学校教育の風土づくり、
縦のつながり活動、町支援員の活用等、学力向上を下支
えする諸活動を大切にし、取組の推進に努めていきたい
と考える。

　基本的な生活習慣（朝食の摂取、起床・就寝の時刻）が
身についている子どもたち、家庭での学習（家庭での学習
計画、宿題、授業の予習や復習）をしっかりと行っている
子どもたち、自尊感情の高い子どもたちは、下のグラフか
らも分かるように正答率が高い傾向にあります。

～自ら学ぶ力の育成をめざして～
　基礎学力を定着させるには、学校での学習指導ととも
に、各ご家庭での「早寝・早起き・朝ごはん」「あいさつ」
などの基本的な生活習慣の確立と家庭学習の習慣化が重
要です。保護者の皆様には、お子様の家庭学習がさらに
充実し、自らすすんで学習できるよう今後もご協力をお
願いします。
⑴ 規則正しい生活をしよう！
「早寝・早起きをする」「朝ごはんをきちんと食べる」な
ど規則正しい生活リズムが子どもの前向きな意欲を生み
出します。
⑵ 毎日時間を決めて勉強しよう！
はじめは短くても少しずつ長くできるようにして、毎日
続けましょう。
⑶ テレビゲーム、携帯電話などの使用はルールを決め
よう！
家族で話し合って、時間を決めたり、ノーテレビ、ノー
ゲームの日を設けたりすることが大切です。
⑷ 子どものがんばりをしっかりとほめよう！
人の役に立ったり、人から感謝されたり、人から認めら
れたりすることで、子どもの自尊感情は高まります。ほ
める・励ます・認める声かけを増やしていきましょう。
家庭での温かい見守りが子どもの支えになり、子どもは
元気になります。 

※それぞれのグラフは、左か
ら順に①「当てはまる」、②「ど
ちらかといえば当てはまる」、
③「どちらかといえば当ては
まらない」、④「当てはまら
ない」と答えた子どもたちの
平均正答率。

平成29年度　川西町「全国学力・学習状況調査」の結果



2017.11. １　川西9

■	 児童質問紙より（特徴的な項目）

〈家庭学習に関わる設問より〉
・普段（月～金曜日）、1日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。

１日当たりのテレビゲーム（コンピ
ュータゲーム、携帯式のゲーム、携
帯やスマホを使ったゲームなど）を
する時間は、昨年同様、県や全国平
均と比べて高い。とりわけ、「２時間
以上」と答えた子どもの割合は44.8
ポイント（県平均との格差10.9ポイ
ント）にものぼり、学力との相関を
みても使用時間が多い子どもの平均

正答率は低い傾向が見られる。携帯やスマートフォンも含めて長時間の使用は、生活の乱れや学習意欲の低下につな
がる。子どもと一緒に利用やマナーについて話し合い、ルールを作ることが重要である。

学校に行くのは楽しいと肯定的な回
答をした子どもの割合は91.1ポイン
トと高く、県平均を5.3ポイント上回
っている。また、「学校で友達と会う
のは楽しい」「学校で好きな授業があ
る」「先生は良いところを認めてくれ
る」「先生は間違えたところや理解し
ていないところを分かるまで教えて
くれる」といった学校生活を問う設

問においても、肯定的な回答をした子どもの割合は、県や全国平均と比べ、高い傾向にある。

昨年同様、肯定的な回答をしている
子どもの割合は77.6ポイントで、県
平均を18.1ポイント上回っている。
また、地域や社会とのつながりを問
う設問でも同様の結果を示している。
子どもたちが地域の方々とつながり
を持つことは、安全安心な地域づく
りや子どものコミュニケーション能
力の育成につながる。今後さらに郷

土意識を高めていく上でも、地域とのつながりの良さを生かし、子どもの主体性や社会性を育んでいくことが重要で
ある。

１日当たりの学校の授業時間以外
（学習塾や家庭教師に教わっている
時間含む）に勉強する時間は、県や
全国平均に比べ少ない。とりわけ、
「30分以下」「全くしない」と答えた
子どもの割合は26.9ポイント（県平
均との格差10.8ポイント）と高く、
今後さらに家庭学習習慣の定着に向
けた取組を推し進める必要がある。

〈家での生活の様子に関わる設問より〉
・普段（月～金曜日）、1日当たりどれくらいの時間、テレビゲームをしますか。

〈学校生活に関わる設問より〉
・学校に行くのは楽しいと思いますか。

〈地域や社会とのつながりに関わる設問より〉
・今住んでいる地域の行事に参加していますか。

川西町

奈良県

全国

4時間以上 ３～４時間 ２～３時間 １～２時間 ０～１時間 全くしない

３時間以上 ２～３時間 １～２時間 30～ 1時間 30分未満 全くしない

０％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

川西町

奈良県

全国

０％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

川西町

奈良県

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

０％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

川西町

奈良県

全国

そう思う どちらかといえば、そう思う どちらかといえば、そう思わない そう思わない

０％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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０％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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11
月
は

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
通
報
や
相
談
件
数

は
、
年
々
増
加
し
て
お
り
、
児
童
虐
待
は

社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
で

す
。

　
国
で
は
、
毎
年
11
月
を
「
児
童
虐
待
防

止
推
進
月
間
」
と
定
め
て
お
り
、
全
国
各

地
に
お
い
て
、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の

広
報
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
？

　
児
童
虐
待
は
、
保
護
者
の
行
動
や
言
葉

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
る

行
為
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
必
要
な
行
為

を
し
な
い
こ
と
で
、
子
ど
も
の
健
全
な
成

長
や
発
達
を
損
な
う
場
合
も
児
童
虐
待
と

い
え
ま
す
。

　
よ
く
、
ど
こ
か
ら
が
児
童
虐
待
で
、
ど

こ
ま
で
が 

“
し
つ
け
”
な
の
か
と
い
う
こ

と
が
議
論
さ
れ
ま
す
。
一
般
的
に
児
童
虐

待
は
、
親
権
（
家
庭
内
の
し
つ
け
等
）
に

よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
保
護
者
が
子

ど
も
の
こ
と
を
思
っ
て
行
っ
た
行
為
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
子
ど
も
に
と
っ
て
有
害

で
あ
れ
ば
虐
待
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

虐
待
の
種
類

　
児
童
虐
待
と
は
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

身
体
的
虐
待

　

�

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ
落
と
す
、

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ

る
、
溺
れ
さ
せ
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

　

�

家
に
閉
じ
込
め
る
、食
事
を
与
え
な
い
、

ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車
の
中
に

放
置
す
る
、
重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病

院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

性
的
虐
待

　

�

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為
を

見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体

に
す
る
な
ど

心
理
的
虐
待

　

�

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ

い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
目

の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う

（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど

11月は「児童虐待防止推進月間」

いちはやく 知らせる勇気 つなぐ声

川西町では、福祉・医療・教育・警察などの関係機関でネットワークを構成し、虐待
の当事者となっている子どもや家庭の支援や見守りを行っています。

児童虐待は私たちの身近な環境でも実際に起こっている問題です。
問題の解決には町民の皆さま一人ひとりにもできることがあります。解決に向けての
ご協力をお願いします。

平成29年度「児童虐待
防止推進月間」標語
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「
も
し
か
し
た
ら
虐
待
？
」

　
「
も
し
か
し
た
ら
虐
待
？
」
と
思
っ
た

ら
、
迷
わ
ず
、
専
門
窓
口
に
連
絡
（
３
桁

ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９
）
ま
た
は
役
場
健
康
福

祉
課
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

　
虐
待
は
ど
の
家
庭
で
も
起
こ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
虐
待
か
ど
う
か
迷
う
場
合

で
も
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
虐
待
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
し
…
」

　
「
ま
ち
が
い
か
も
し
れ
な
い
し
…
」

　

�「
き
っ
と
誰
か
が
連
絡
し
て
い
る
は　

ず
…
」 

　
「
も
し
か
し
た
ら
虐
待
？
」
と
、
あ
な

た
が
気
づ
い
て
、
行
動
（
連
絡
）
す
る
こ

と
が
、
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を
救
い
ま

す
！

※�

匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
児
童
虐
待

で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
責
め
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、相
談（
連

絡
）
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

「
し
つ
け
の
つ
も
り
」

「
子
ど
も
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
…
」

子
ど
も
が
傷
つ
い
て
い
れ
ば
、

そ
れ
は
「
虐
待
」
で
す

　
児
童
虐
待
は
、
決
し
て
特
別
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
へ
の
虐
待
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま

で
と
て
も
複
雑
で
す
。

　
保
護
者
の
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
か
ら

始
ま
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
子

育
て
に
頑
張
り
す
ぎ
る
こ
と
で
虐
待
を
し

て
し
ま
う
保
護
者
も
い
ま
す
。

　
虐
待
は
、
決
し
て
特
別
な
人
に
だ
け
起

き
る
特
別
な
問
題
で
は
な
い
の
で
す
。

子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
す
ぐ
相
談

　

子
ど
も
は
愛
情
の
対
象
で
あ
る
一
方
、

保
護
者
を
追
い
つ
め
る
存
在
に
も
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
地
域
社
会
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
か
ら
、
子
育
て
環
境
は
密

室
化
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
自
身
に
き
ょ

う
だ
い
が
少
な
い
、
近
所
に
同
年
代
の
子

ど
も
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
子
育
て

に
関
す
る
知
識
や
相
談
相
手
が
な
い
ま

ま
、
育
児
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
保
護
者
が

多
い
と
い
え
ま
す
。
子
育
て
の
ス
ト
レ
ス

を
一
身
に
抱
え
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
本
来
は
守
る
べ
き
子
ど
も
を
虐
待
し

て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
悪
循
環
を
防
止
す
る
た

め
、「
保
健
セ
ン
タ
ー
」
や
「
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
各
種
教
室
や
行
事
に
参

加
し
た
り
、
下
記
の
専
門
窓
口
に
相
談
し

た
り
し
て
く
だ
さ
い
。
専
門
窓
口
で
は
専

門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
に
つ
い
て

　
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
」
は
、
子
ど

も
虐
待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
て

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
広
め
る
こ
と
で
、
子

ど
も
虐
待
を
な
く
す
こ
と
を
呼
び
か
け
る

市
民
運
動
で
す
。

　
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
を
通
し
て
子
ど

も
の
虐
待
の
現
状
を
伝
え
、
多
く
の
方
に

子
ど
も
虐
待
の
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、住
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、

虐
待
の
な

い
社
会
を

築
く
こ
と

を
目
指
し

て
い
ま
す
。

機関名 受付時間 電話番号

児童相談所 全国共通３桁ダイヤル 365日・24時間対応 189

川西町役場健康福祉課 月～金曜日　8：30～17：15   0745-44-2631

児童家庭支援センターあすか 365日・24時間対応 0744-44-5800

奈良県中央こども家庭相談センター 365日・24時間対応 0742-26-3788

天理警察署 365日・24時間対応 0743-62-0110
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平
成
30
年
度
か
ら
新
た
に
入
所

を
希
望
す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育

所
部
分
）
を
利
用
で
き
る
方

　
�

保
育
所
と
認
定
こ
ど
も
園
の
保

育
所
部
分
へ
の
入
所
は
、
保
護

者
が
就
労
（
月
48
時
間
以
上
働

い
て
い
る
こ
と
が
必
要
）・
出
産
・

傷
病
・
看
護
・
介
護
・
求
職
活
動
・

就
学
等
に
よ
り
子
ど
も
を
保
育

で
き
な
い
と
認
定
（
保
育
認
定
）

さ
れ
る
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

　
11
月
1
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

　

�（
土
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
8

時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）

受
付
場
所

　
役
場
健
康
福
祉
課

受
付
対
象
と
な
る
方

・
川
西
町
内
に
住
民
票
が
あ
る
方

※�

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
（
保

育
所
部
分
）
の
入
所
申
込
は
、

保
育
施
設
の
所
在
地
が
ど
こ
で

あ
る
か
に
関
わ
ら
ず
、
住
民
票

が
あ
る
自
治
体
の
保
育
所
担
当

窓
口
に
申
込
み
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

・�

平
成
30
年
度
新
規
入
所
を
希
望

さ
れ
る
方

※�

現
在
保
育
施
設
に
入
所
中
の
方

が
継
続
し
て
園
に
通
う
場
合
の

必
要
提
出
書
類
等
の
ご
案
内
は
、

園
を
通
じ
て
お
渡
し
す
る
か
、

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

の
年
の
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
平
成
29
年
1
月
1
日

か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
本
年
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証

書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
10
月
1
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ

い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た

控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、

控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て

い
る
電
話
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

郵
送
で
お
送
り
す
る
か
の
ど
ち

ら
か
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

�

ま
た
、
平
成
29
年
度
中
、
ま
た
は

平
成
30
年
度
途
中
の
入
所
希
望

の
方
は
、
申
込
期
間
に
関
わ
ら

ず
随
時
申
込
受
付
を
行
い
ま
す
。

お
願
い

　

�

受
付
期
間
内
の
申
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。
受
付
期
間
を
過
ぎ

て
も
受
付
け
を
行
う
こ
と
は
可

能
で
す
が
、
特
に
他
市
町
村
の

保
育
施
設
に
平
成
30
年
4
月
か

ら
入
所
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
、

他
市
町
村
の
一
斉
審
査
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

必
要
書
類
・
保
育
料
等

　

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
細
を
公
開

し
て
い
る
ほ
か
、
役
場
健
康
福

祉
課
に
て
随
時
ご
説
明
し
ま
す
。

入
所
決
定
に
つ
い
て

　

�

平
成
30
年
2
月
下
旬
頃
、
入
所

の
決
ま
っ
た
方
に
つ
い
て
文
書

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

健康福祉課
☎0745（44）2631

住民保険課
☎0745（44）2611

保育所・認定こども園（保育所部分）入所申込の受付けについて

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です

町内保育施設のご紹介
施設の名称 成和保育園 川西こども園

施設区分 保育所 幼保連携型認定こども園

所 在 地 保田43番地の1 結崎1201番地の1

電話番号 0745-44-0047 0745-44-1611

定　　員 保育　110名 保育（保育所部分）　85名
教育（幼稚園部分）　15名

募集状況 新規・継続の保育園
児を募集中です。

新規・継続の保育園児、及び
新規幼稚園児を募集中です（※）。

※�認定こども園の幼稚園部分への入所については、子どもを保育できな
い理由の認定（保育認定）を受ける必要はありません。児童の年齢が
平成30年４月現在で３～５歳の保護者であれば利用できます。認定
こども園（幼稚園部分）は、入所を希望する園に直接申込みをしてい
ただきますので、詳細は川西こども園に直接お問い合わせください。

川西こども園（幼稚園部分）の受付期間
　11月１日（水）～17日（金）
　（土日・祝日を除く、午前９時～午後４時）
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農
地
は
大
切
な
食
料
の
供
給
基

盤
で
す
。
一
度
、
農
地
以
外
に
転

用
さ
れ
る
と
元
に
戻
す
こ
と
は
極

め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
無

秩
序
な
転
用
に
よ
る
農
業
環
境
の

悪
化
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
21
年
12
月
か
ら
の
新
し
い
農

地
制
度
で
は
許
可
の
対
象
を
広
げ
、

違
反
転
用
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
る

な
ど
、
農
地
転
用
の
規
制
が
厳
格

化
さ
れ
ま
し
た
。
食
料
自
給
率
を

高
め
、
食
料
安
全
保
障
の
た
め
、

優
良
な
農
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

農
地
を
転
用
す
る
場
合
に
は
農

地
法
の
許
可
が
必
要
で
す
が
、
許

可
を
受
け
な
い
で
行
わ
れ
る
、
い

わ
ゆ
る
「
違
反
転
用
」
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
農
業
者
を
は
じ
め
、

開
発
な
ど
に
携
わ
る
人
も
農
地
転

用
許
可
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て

法
律
は
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

農
地
転
用
と
は
？

　

農
地
を
住
宅
や
工
場
等
の
建
物

敷
地
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
、
道
、

水
路
な
ど
、
農
地
以
外
の
用
地
に

転
換
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
発

電
設
備
を
設
け
る
場
合
や
一
時
的

　

広
報
川
西
6
月
号
で
募
集
を
行
っ

た
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
工
事
に

対
す
る
費
用
の
補
助
に
つ
い
て
追
加
募

集
を
行
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
住
宅
の

要
件
等
に
つ
い
て
は
、
広
報
川
西
6
月

号
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
該
当
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
請
は
必
ず
契
約

前
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成

29
年
度
内
に
完
了
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

助�

成
額　

1
つ
の
対
象
住
宅
に
つ
き
、

診
断
費
用
を
全
額
助
成

募
集
件
数　
5
件
（
先
着
順
）

募�

集
期
間　
11
月
13
日
（
月
）
～
30
日

（
木
）

補�

助
内
容　
事
業
対
象
建
築
物
1
棟
あ

た
り
の
補
助
金
の
額
は
、
50
万
円
以

上
の
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用

に
23
％
を
乗
じ
て
得
た
額
（
千
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端

数
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
）
で

す
。
た
だ
し
、
そ
の
額
が
20
万
円
未

満
の
と
き
は
20
万
円
と
し
、
50
万
円

を
超
え
る
と
き
は
50
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

募
集
件
数　
2
件
（
先
着
順
）

募�

集
期
間　
11
月
13
日
（
月
）
～
30
日

（
木
）

に
資
材
置
場
や
砂
利
採
取
場
等
に
利

用
す
る
場
合
も
転
用
に
な
り
ま
す
。

農
地
転
用
等
の
手
続
き

　
転
用
面
積
が
４
ha
以
下
の
場
合
は

町
農
業
委
員
会
を
経
由
し
て
県
知
事

へ
許
可
申
請
書
を
提
出
し
ま
す
。

農
地
転
用
許
可
の
基
準

　

市
街
地
に
隣
接
し
た
農
地
や
生

産
力
の
低
い
農
地
等
か
ら
順
次
転

用
さ
れ
る
よ
う
誘
導
す
る
た
め
、

農
地
の
立
地
区
分
に
応
じ
た
基
準

（
立
地
基
準
）
に
よ
り
転
用
の
可
否

が
判
断
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
立
地
基
準
の
他
、
事
業
実

施
の
確
実
性
や
周
辺
農
地
へ
の
被

害
防
除
措
置
等
（
一
般
基
準
）
に
つ

い
て
も
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

農
地
を
転
用
し
て
住
宅
や
工
場

等
を
建
設
す
る
場
合
、
農
地
法
以

外
に
も
都
市
計
画
法
等
の
他
法
令

に
よ
っ
て
建
設
等
が
規
制
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
他
法
令
に
よ

る
許
認
可
が
得
ら
れ
る
見
通
し
が

な
い
限
り
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

違
反
転
用
し
た
場
合
や
、
転
用

許
可
に
係
る
事
業
計
画
ど
お
り
に

転
用
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
農

地
法
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
り
、

工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
等
の
命

令
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
農
地
法
第
51
条
）

　
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。（
農

地
法
第
64
条
、
67
条
）
平
成
21
年

度
か
ら
の
新
し
い
農
地
法
で
は
罰

則
が
強
化
さ
れ
、
違
反
転
用
、
違

反
転
用
に
お
け
る
原
状
回
復
命
令

違
反
し
た
と
き
は
、
3
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
（
法
人
は
1
億
円
以
下
の
罰

金
）
と
、
罰
金
額
が
大
幅
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

川西町農業委員会
事務局 産業建設課
☎0745（44）2679

総合政策課
☎0745（44）2213

農地を転用するときは、農地法の許可が必要です

「耐震診断」「耐震改修工事」を受けませんか

農
地
を
転
用
す
る
場
合
は

農
地
法
に
よ
る
手
続
き
を
！

耐
震
診
断

耐
震
改
修
工
事

違
反
転
用
等
に
は

罰
則
が
あ
り
ま
す

農
地
転
用
の
許
可
申
請
は

町
農
業
委
員
会
で

耕作放棄地の解消を目指して！
農地パトロールを実施

耕作放棄地は、病害虫の温床になっ
たり、鳥獣被害が拡大したりと周辺
農地に悪影響を及ぼします。休耕す
る場合は、定期的な草刈りや耕起を
行い、周辺環境の維持に努めてくだ
さい。川西町農業委員会では、農地
パトロールを定期的に実施し、利用
状況の調査と所有者には利用意向調
査を実施しています。
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奈
良
県
と
県
内
市
町
村
は
税
の

公
平
性
・
公
正
性
を
確
保
し
、
納
期

内
納
税
者
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
、

差
押
等
を
は
じ
め
と
し
た
滞
納
整

理
を
強
化
し
、
か
つ
集
中
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
別
徴
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

特
別
徴
収
と
は
給
与
天
引
き
に

よ
る
個
人
住
民
税
の
納
入
の
こ

と
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
町
村
税
に
つ
い
て

は
川
西
町
税
務
課
、
奈
良
県
市
町
村

振
興
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

県
税
に
つ
い
て
は
奈
良
県
税
事

務
所
、
中
南
和
県
税
事
務
所
、
自
動

車
税
事
務
所
、
奈
良
県
税
務
課
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
各
債
権
に
は
、
納
付
期
限
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
過
ぎ
た
も
の
が
滞
納

と
な
り
、
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
督

促
状
や
催
告
書
を
送
付
す
る
な
ど

し
て
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
で

も
納
付
し
て
も
ら
う
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付
が
な
い
場

合
は
、
地
方
税
及
び
強
制
徴
収
公
債

権
に
お
い
て
は
、
滞
納
処
分
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
非
強
制

徴
収
公
債
権
及
び
私
債
権
に
お
い

て
は
、
強
制
執
行
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
滞
納
処
分
と
は
、
そ
の
人
の
財
産

（
不
動
産
・
預
貯
金
な
ど
）
の
差
押
な

ど
を
行
い
、
滞
納
金
に
充
て
る
こ
と

で
す
。
強
制
執
行
と
は
、
裁
判
所
を

通
じ
て
差
押
な
ど
を
行
い
、
滞
納
金

に
充
て
る
こ
と
で
す
。
滞
納
処
分
や

強
制
執
行
処
分
を
受
け
な
い
よ
う
、

必
ず
納
付
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
納
付
に
お
困
り
の
方
は
、
そ
の
ま

ま
放
置
せ
ず
に
、
各
担
当
課
の
窓
口

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
役
場
債
権
管
理
課　

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
６
２
１

税務課
☎0745（44）2642

債権管理課
☎0745（44）2621

11月・12月は市町村税・県税の一斉滞納整理強化期間です

滞納をすると大変なことになります

主な町の債権
債権の区分 債権名 担当課

地方税

町県民税（住民税）
税　務　課固定資産税

軽自動車税
国民健康保険税 住民保険課

強制徴収公債権

介護保険料 長寿介護課
後期高齢者医療保険料 住民保険課
下水道使用料 上下水道課
保育所利用料 健康福祉課
道路占用料 産業建設課河川占用料など

非強制徴収公債権

廃棄物処理手数料 住民保険課
幼稚園利用料 教育総務課幼稚園預かり保育料

行政財産使用料
総　務　課
産業建設課
教育総務課

法定外公共物使用料 産業建設課

私債権

水道料金 上下水道課
公営住宅使用料 産業建設課
学童保育所保育料 健康福祉課
学校給食費 教育総務課

※�今後、裁判の判例により債権の区分が変わる可能性があります。

事
業
者
の
方
へ

許しません！
滞納！

川西文化会館　11月・12月の催し物（イベントインフォメーション）
日／曜日 イ　ベ　ン　ト　名 場　所 開　演 入場方法 主　催　者

11月19日（日） 第２回　秋一番「はじめの一歩」
ミュージックフェスティバル コスモスホール 12：00

小中無料
高以上500

「はじめの一歩」ミュージック
フェスティバル実行委員会

12月８日（金） 人・愛・ふれあいのつどい けやきホール 13：30 無料 人権推進協議会

12月９日（土） 餅つき大会 役場前駐車場 11：00 下記参照 子どもセンター

☎0745（44）2214

餅つき大会は３歳児から５歳児１００円、小学生以上２００円
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秋
の
火
災
予
防
運
動

「
火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に 

習
慣
に
」

　
骨
折
し
た
と
き
に
、
し
ば
ら
く
し

て
ギ
ブ
ス
を
外
し
て
も
、
思
い
通
り

に
動
か
な
く
て
驚
い
た
と
い
う
経
験

の
あ
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
若
い
方

は
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
と
再
び
日
常
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
高
齢
者
は
、
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り

入
院
す
る
と
身
体
が
以
前
の
状
態
に

戻
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
、
物
忘

れ
が
進
む
、
自
分
で
で
き
な
い
事
が

増
え
る
、
誰
か
の
助
け
や
介
護
が
必

要
に
な
る
な
ど
様
々
な
困
り
事
が
出

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

場
合
、
患
者
様
や
ご
家
族
へ
様
々
な

支
援
の
制
度
や
仕
組
み
が
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
情
報
を
お
伝

え
し
、
在
宅
復
帰
に
向
け
て
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

　
退
院
時
に
は
『
気
持
ち
の
準
備
・

書
類
の
準
備
・
サ
ー
ビ
ス
の
準
備
』

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

時
は
退
院
支
援
の
一
貫
と
し
て
地
域

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
相
談

ま
た
は
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
地
域
の
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
調
整
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連

携
、
さ
ら
に
自
宅
へ
の
退
院
だ
け
で

な
く
他
の
病
院
や
施
設
の
ご
紹
介
も

行
い
ま
す
。
ご
本
人
が
ど
の
よ
う
な

気
持
ち
で
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
の
か
を
医
師
・
看
護
師
・

薬
剤
師
・
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
等
と

共
に
チ
ー
ム
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
お
困

り
ご
と
の
解
決
策
を
一
緒
に
考
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
患
者
様
や
ご

家
族
の
お
話
を
ゆ
っ
く
り
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
個
人
情
報
は
他
に

は
漏
ら
す
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の

で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　
以
前
よ
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
看
護
師
、
相
談
員
が
窓
口
の
対
応

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
新
た
に
社
会

福
祉
士
も
加
わ
り
ま
し
た
。
社
会
福

祉
士
と
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要

と
す
る
方
々
の
相
談
に
応
じ
、
必
要

な
助
言
を
行
っ
た
り
関
係
す
る
専
門

職
員
と
連
携
及
び
調
整
を
行
う
国
家

資
格
を
有
す
る
者
の
こ
と
で
す
。
社

会
福
祉
士
の
配
置
に
よ
り
、
更
な
る

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
か

お
困
り
の
際
は
ま
ず
地
域
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　
11
月
12
日
（
日
）
～
11
月
25
日

（
土
）
の
2
週
間
は
、「
女
性
の
人

権
を
著
し
く
侵
害
す
る
暴
力
（
配

偶
者
等
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
性

犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
）」
を

根
絶
す
る
た
め
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
の
問
題
に
関
す
る
取
組
が
一

層
強
化
さ
れ
ま
す
。
配
偶
者
や
恋

人
な
ど
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
や

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
に
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
少
し
で
も
悩
ん
で
い
る

方
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や
専
用

機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

7
・
8
月
中
に
県
下
で
小
学
生

が
被
害
に
遭
う
交
通
事
故
が
連
続

し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
新
学
期

に
入
っ
た
9
月
初
日
に
も
重
傷
事

故
が
発
生
す
る
な
ど
、
安
全
へ
の

再
確
認
が
必
要
で
す
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
に

・�

運
転
者
の
方
は
、
ス
ク
ー
ル
ゾ

ー
ン
な
ど
を
走
行
す
る
と
き
に

は
、
幼
児
・
児
童
が
通
行
し
て

い
る
と
認
識
し
て
安
全
に
止
ま

れ
る
速
度
で
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

・�
信
号
機
の
な
い
交
差
点
で
は
、

車
も
歩
行
者
も
飛
び
出
し
に
は

十
分
注
意
し
、
一
旦
止
ま
っ
て

か
ら
進
み
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
は
、
周
囲
の
状
況
に
つ

い
て
十
分
な
判
断
が
つ
か
ず
、
大

人
の
真
似
を
し
ま
す
。
大
人
が
正

し
く
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
模
範

を
示
し
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
9
日（
木
）～
15
日（
水
）の

7
日
間
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、

後
始
末
は
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
も
、
も
う
一
度
火
の

恐
ろ
し
さ
を
思
い
起
こ
し
、
地
域
や
家

庭
か
ら
、
火
事
を
出
さ
な
い
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
こ
の
運
動
を
契

機
に
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

②�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

※�

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
未
設

置
の
住
宅
は
一
刻
も
早
く
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し

ょ
う
。
設
置
済
み
の
場
合
も
、

定
期
的
に
作
動
確
認
ま
た
は
自

動
試
験
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　天理警察署　　　　　　☎ 0743（62）0110
　田原本警察庁舎　　　　☎ 0744（33）0110生活安全ニュース

国保中央病院地域支援センターを活用ください 地域支援センター国保中央病院だより

子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

平
成
29
年
度
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す
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平成29年川西町議会　第３回定例会

　平成28年度承認案件2件・平成29年度補正予算
等12案件可決
　平成29年第3回定例会が、9月12日から22日まで
の日程で開催され、平成28年度一般会計・特別会
計決算を始め平成29年度補正予算など14案件につ
いて、慎重に審議が行われ、いずれも原案どおり
認定・可決・推薦・同意されました。
　審議案件は以下のとおりです。

認定第１号 　　　　（賛成多数により原案認定）
平成28年度川西町一般会計・特別会計決算について
　前年度の決算報告です。
認定第２号 　　　　（賛成多数により原案認定）

平成28年度川西町水道事業会計決算について
　前年度の決算報告です。
議案第36号 　　　　（賛成全員により原案可決）

平成29年度川西町一般会計補正予算について
　�　総務費では、庁舎改修工事、川西町への移住
定住促進を行う事業経費、マイナンバーシステム
の改修業務委託費、アルバイト経費の増額です。
　�　民生費では、障害福祉システムの改修委託料、
システム改修に伴う介護保険事業勘定特別会計へ
の繰出金、アルバイト経費、ぬくもりの郷におけ
る支障木の伐採及び火災通報装置の改修費、国庫
への返還金、申請者が当初見込みより増加したこ
とによる未熟児養育医療給付費の増額です。
　�　土木費では、駅周辺整備事業において、国庫補
助金の減少に伴う財源の変更及び公園の遊具施設
整備事業において、早期に事業を完成させるため、
対象公園の追加に伴う工事請負費の増額です。
　�　消防費では、消防団員の退職に伴う退職報奨
金です。
　�　教育費では、幼稚園と小学校の円滑な移行を図
るための体制づくりやカリキュラムの研究に要す
る経費、町名義となっていない式下中学校底地の
所有権移転登記委託料、テントの修繕費、いろい
ろな世代の人達とつながれる機会や場を作るリー
ダーを養成する講座の開催に必要な経費です。

議案第37号 　　　　（賛成全員により原案可決）
平成29年度川西町国民健康保険特別会計補正予算
について
　�　前年度事業実績により、国庫への返還金が発
生したための増額です。

議案第38号 　　　　（賛成全員により原案可決）
平成29年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正

会議録は、町ホームページ〔町議会　会議録〕または、図書館でご覧ください。

予算について
　�　前年度事業実績による国庫、県、支払基金へ
の返還金及び、介護保険制度改正に対応するた
めのシステム改修経費、過年度分の保険料還付
金の不足額です。

議案第39号 　　　　（賛成全員により原案可決）
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
について
　児童福祉法の改正に伴うものです。
議案第40号 　　　　（賛成全員により原案可決）

職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
　児童福祉法の改正に伴うものです。
議案第41号 　　　　（賛成全員により原案可決）

川西町体育施設条例の一部改正について
　�　川西町の体育施設を使用する場合、大和まほ
ろば広域定住自立圏構成市町村の在住者（天理
市、山添村、三宅町、田原本町）は、川西町内
在住者と同じ料金で利用できるようにするため
の条例の一部改正です。

議案第42号 　　　　（賛成全員により原案可決）
川西町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部改正に
ついて
　�　子ども・子育て支援法施行規則の改正により、
特定教育・保育 ( 認定こども園、幼稚園、保育
所で受ける教育・保育 ) 等の提供を受ける内容
が記載された支給認定証の交付が任意化された
ことに伴う条例の一部改正です。

議案第43号 　　　　（賛成全員により原案可決）
川西町地域包括支援センターの職員等に関する基
準を定める条例の一部改正について
　�　介護保険法施行規則の改正により、主任介護
支援専門員に更新制度が導入され、定義が変更
されたことに伴う条例の一部改正です。

諮問第１号 　　　　（賛成全員により原案推薦）
人権擁護委員候補者の推薦について　
　�　人権擁護委員に薦田 義治（こもだ よしはる）
氏を推薦するものです。

同意第４号 　　　　（賛成全員により原案同意）
副町長の選任について
　�　副町長に森田 政美（もりた まさみ）氏を選任
することに同意したものです。

同意第５号 　　　　（賛成全員により原案同意）
川西町教育委員会委員の任命について
　�　教育委員会委員に中村 貴子（なかむら たかこ）
氏を任命することに同意したものです。

同意第６号 　　　　（賛成全員により原案同意）
川西町教育委員会委員の任命について
　�　委員の辞任に伴う後任として、瀬川 幸子（せ
がわ よしこ）氏を任命することに同意したもの
です。

議会だより 議会事務局
☎0745（44）2681
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【不利益な取り扱いの禁止】
図１

【合理的な配慮の提供】

障害者差別解消法
行政機関等 法的義務民間事業者

条　例

全ての人 法的義務

障害者差別解消法
行政機関等 法的義務
民間事業者 努力義務

条　例

全ての人 法的義務

　
以
前
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
紹
介
し

ま
し
た
が
、「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

が
昨
年
の
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
は
、

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
や
国

の
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
等
及

び
民
間
事
業
者
に
お
け
る
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の

措
置
な
ど
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
法

律
で
す
。
奈
良
県
で
は
、
こ
の
法
律

が
施
行
さ
れ
る
と
と
も
に
「
奈
良
県

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も　
と
も

に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
条
例

（
以
下
条
例
と
い
う
）」
が
、
同
じ
く

平
成
28
年
４
月
１
日
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
条
例
と
障
害
者
差
別
解
消
法

で
異
な
る
点
は
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
注

１
）
で
は
下
の
図
１
の
よ
う
に
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
障
害
者

差
別
解
消
法
で
は
、

対
象
者
を
「
行
政
機

関
等
」と「
事
業
者
」

に
限
定
し
、障
害
を
理
由
と
す
る
「
不

利
益
な
取
り
扱
い
」
の
禁
止
は
両
者

と
も
に
法
的
義
務
と
し
、「
合
理
的

な
配
慮
の
提
供
」
は
「
行
政
機
関
等
」

の
み
法
的
義
務
と
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
条
例
で
は
対
象
者
を
限
定
せ

ず
障
害
を
理
由
と
す
る
「
不
利
益
な

取
り
扱
い
及
び
合
理
的
な
配
慮
の
不

提
供
」
も
「
全
て
の
人
」
に
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
を
し
て
い

ま
す
。

　
用
語
の
意
味
や
具
体
的
内
容
等
分

か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

が
、
大
切
な
こ
と
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
障
害
の
こ
と
を
理
解
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
配

慮
や
工
夫
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
差

別
や
障
壁
が
な
く
な
れ
ば
、
障
害
の

あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
人
に

と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
な

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
条
例
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
奈
良
県

障
害
福
祉
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
奈
良

県　
障
害　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
ぜ

ひ
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
注
１
）
参
考　
奈
良
県
障
害
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
と
も
に
暮
ら
し
や

す
い
社
会
づ
く
り
条
例

【
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
概
要
版
）】
奈
良

県
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課　
平
成

28
年
３
月
発
行

　
人
権
教
育
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　
　
☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

　
前
回
は
高
齢
者
の
権
利
を
守
る

活
動
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
月

号
で
は
『
認
知
症
の
方
や
そ
の
家

族
の
支
援
活
動
』
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　
認
知
症
は
誰
も
が
か
か
る
可
能

性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で
、
認
知

症
の
人
の
数
は
平
成
24
年
で
約

４
６
２
万
人
で
65
歳
以
上
高
齢
者

の
約
7
人
に
1
人
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
数
は
高
齢
化
の
進

展
に
伴
い
、
平
成
37
年
に
は
認
知

症
の
人
が
約
７
０
０
万
人
前
後
に

な
り
、
65
歳
以
上
高
齢
者
の
約
5

人
に
1
人
に
上
昇
す
る
見
込
み
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
人

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
認
知
症
の

人
が
認
知
症
と
と
も
に
よ
り
よ
く

生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
人
の
意
思
が
尊
重
さ

れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」

の
設
置

　
複
数
の
専
門
家
が
、
認
知
症
の

人
（
疑
い
の
あ
る
人
）
や
そ
の
家

族
を
訪
問
し
、相
談
に
応
じ
ま
す
。

病
院
受
診
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
、
家

族
へ
の
支
援
な
ど
の
初
期
支
援
を

包
括
的
・
集
中
的
に
行
い
、
自
立

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
川
西

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
て
い
ま
す
。　

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

の
随
時
開
催

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を

持
た
ず
に
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
を
応
援
す
る
人
で
す
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
で

支
え
て
い
く
講
座
と
し
て
、
ご
要
望

が
あ
れ
ば
、
随
時
、
開
催
し
ま
す
。

　

ご
相
談
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、

川
西
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

吐田94番地（ぬくもりの郷内）
☎0745（42）1180

町民の身近な生活の相談窓口

川西町
地域包括支援
センターです

奈
良
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
と
も
に

暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て

人
権
コ
ー
ナ
ー
　
第
90
回
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日　　時 内　　容 場　　所
　11月
１日（水）
　10：00〜11：30 青 空 広 場 結崎３号公園

（三角公園）

２日（木）
　10：00〜11：30 １歳児親子広場 子育て支援

セ ン タ ー

９日（木）
　10：00〜11：30 ０歳児親子広場 子育て支援

セ ン タ ー

10日（金）
　10：00〜11：30 め ば え広場 結崎公民館

14日（火）
　10：00〜11：30

わくわくリズム
（親子リズム） けやきホール

16日（木）
　10：00〜11：30 ２歳児親子広場 子育て支援

セ ン タ ー

17日（金）
　10：00〜11：30 子 育 て講座 子育て支援

セ ン タ ー

21日（火）
　10：00〜11：30

わくわくリズム
（親子で演奏会） けやきホール

24日（金）
　10：00〜11：30 きずなサロン 保健センター

28日（火）
　10：00〜11：30

わくわくリズム
（ ３B 体 操 ） けやきホール

30日（木）
　10：00〜11：30 お楽しみデー 子育て支援

セ ン タ ー

　12月

２日（土）
　10：00〜11：30 １歳児親子広場 子育て支援

セ ン タ ー

６日（水）
　10：00〜11：30 ベビーマッサージ 子育て支援

セ ン タ ー

７日（木）
　10：00〜11：30

わくわくリズム
（クリスマス会）

川西幼稚園
リ ズ ム 室

★めばえ広場
日時　11月10日（金）10：00～11：30
場所　結崎公民館
対象自治会　結崎団地・ハッピータウン
ご近所さんが集まる広場です。対象児には、お誘いのお手
紙を配ります。
届いていない方は、支援センターまでご連絡ください。

★第７回子育て講座
日時　11月17日（金）10：00～11：30
講演　簡単ヨガ・「女性と子宮について」のお話
講師　大谷　春枝さん（日本フットセラピスト）
肩こり・腰痛等の実技も教えていただけます！
町内の皆様、ひだまりを利用されている皆様、是非ご参加
ください。

★お楽しみデー
日時　11月30日（木）10：00～11：30
内容　・クリスマスを飾りましょう
　　　・11月の誕生日会
お子さんの誕生月には、プレゼントを作っていただけま
す。事務所に声をかけてくださいね。

★青空広場
日時　11月１日（水）10：00～11：30
場所　結崎3号公園（三角公園）
※�当日の朝８：30現在、雨天（小雨）の場合は中止
になります。

川西町子育て支援センター

　こんにちは♪
　ひだまりです♪

11月・12月の行事予定

　　 TEL　0745（43）2575
相談 TEL　0745（43）2774

子育て支援センターでは、“譲ります譲ってくだ
さい”のコーナーがあります。使わなくなった赤
ちゃん用品などがありましたらいただけません
か？使わなくなったおもちゃ、赤ちゃん用品、衣
類等がありましたら、支援センターまで。
（衣類は120cmくらいまでのものでお願いします。）

不要になった赤ちゃん用品ありませんか？

「あずかり隊」からのお知らせ
　お子さんの一時預かりを希望される方、気がねなく
ご利用ください。理由は問いません。

料金：ひとり１時間あたり600円（兄弟２人の場合は900円）
※詳しくは子育て支援センターまで。（☎0745－43－2575）

①援助の依頼 ②援助活動の依頼

④援助者の紹介 ③援助活動の了承

川西町
子育て支援センター

援助者
（あずかり隊）

依頼者
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日 月 火 水 木 金 土

    １ 2 3 4

 5 6 7 8 9 10 11

 12 13 14 15 16 17 18

 19 20 21 22 23 24 25

 26 27 28 29 30 

図書館だより
川西文化会館内
☎0745-44-2212
開館時間　９：30〜17：00
　　　　　（金〜19：00）

11月の休館日 ＊�
図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
と
き
は
、

「
本
を
返
す
ポ
ス
ト
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
視
聴
覚
資
料
は
除
く
）

　川西町立図書館　奈良 検索

＊新しく入った本から＊

今月のテーマ展示

◆えほんのへや（２･３さい）
　11日（土）10：10〜10：30
＊保護者の方もご一緒にどうぞ
すべて２階　おはなしのへやで

◎小さい人（４歳～１年生）
   11日（土）　10：30〜11：00
◎大きい人（２年生～中学生）
   26日（日）　10：30〜11：00

今 月 の お は な し 会
「キッチハイク！
突撃！世界の晩ごはん」

　｢あなたのおうちでごはんを食
べさせてくれませんか？」450日
間の世界一周の旅で、見知らぬお
宅を訪ねて一緒にごはんを食べ、
国籍や宗教の違う人たちと食卓を
囲む。世界の家庭のキッチンをヒ
ッチハイク＝キッチハイクした著
者の、愉快な食卓探訪交遊録。

山本　雅也／著
集英社

村上春樹・
川上未映子‘かしだしカード’の情報更新がお済みでない方は、更新手続きを

お願いいたします。詳しくは図書館ホームページをご覧ください。

‘事実は小説より奇なり’

▼児童書のおすすめ新着図書▼
エルマーとブルーベリーパイ　　シーモア・フレイシュマン
ずかん海外を侵略する日本＆世界の生き物　　今泉忠明／監修
ふしぎな銀の木 スリランカの昔話 　シビル・ウェッタシンハ／再話
へんてこ！みずのぜつめつどうぶつ　はたこうしろう 「ロケット発射場の一日」

「町工場の娘」

“秋の読書週間”　～11/12（日）

一人10点まで 借りることができます。
※貸出期間は 2 週間。CD は 8 点、ビデオは 1 点のみ。

身近なところ、遠い世界のあなたの知らない
現
・ ・

実・事
・ ・

実に出あえます。

こどもの本だなこどもの本だな
「グリムのむかしばなし １」
ワンダ・ガアグ／編　のら書店

　幼い日からグリムの昔話を聞き、親しんだ画
家が、生き生きしたユーモアあふれる絵をつけ、
編んだ楽しいお話集。『ヘンゼルとグレーテル』
『シンデレラ』など７話を収める。
　読んでもらえば低学年から。

「移民の宴」　　　高野秀行
「人生の流儀」　　萩本欽一・加古里子・高村薫ほか
「シンドラーに救われた少年」　　レオン・レイソン
「復元幻の大寺院　新薬師寺の謎に挑む」　　NHK／編

あなたのその「忘れもの」コレで防げます 芳賀　　繁
いま知っておきたい天皇と皇室 山下　晋司
異名・ニックネーム辞典 杉村　喜光
美しい挿絵で見る！おとぎ話の世界 綜合図書／編
ＡＳＤ〈アスペルガー症候群〉、ＡＤＨＤ、ＬＤ職場の発達障害 宮尾益知／監修
おひとりさまの老後を楽しむ処方箋 阿部　絢子
｢家系図」と「お屋敷」で読み解く歴代総理大臣　明治・大正篇 竹内　正浩
勝つ！卓球ダブルス上達60のコツ 高山幸信／監修
がん治療中の女性のための LIFE ＆ Beauty さとう桜子
偽装死で別の人生を生きる
キッチンでできる草木染めレッスン帖 佐藤　麻陽
個人情報保護法 水町　雅子
子どもが育つからだのしつけ 玉木志保美
作家的覚書 高村　　薫
子規の音 森　まゆみ
シニアの面白脳トレーニング２２２
女系の教科書 藤田　宜永
書のひみつ 古賀弘幸ほか
深海生物の「なぜそうなった？」がわかる本 北村　雄一
図解だからわかりやすい家庭果樹の育て方＆剪定のコツ 主婦の友社／編
世界の奇虫図鑑　キモカワイイ虫たちに出会える 田邊　拓哉
戦国武将の病が歴史を動かした 若林　利光
装飾がすごい世界の建築
育てて楽しむイチジク　栽培・利用加工 細見　彰洋
茶の湯　時代とともに生きた美 平凡社／編
天気痛　つらい痛み・不安の原因と治療方法 佐藤　　純
点と魂と　スイートスポットを探して 小山実稚恵ほか
｢中だるみ社員」の罠 山本　　寛
奈良の民話 〈新版〉日本の民話 75 松本俊吉／編
日本のかわいい刺繍図鑑 千葉美波子
猫の傀儡 西條　奈加
肺炎がいやなら、のどを鍛えなさい 西山耕一郎
働けるうちは働きたい人のためのキャリアの教科書 木村　　勝
一〇〇歳時代の人生マネジメント　長生きのリスクに備える 石田　　淳
保健師・養護教諭になるには 山崎京子ほか
みみずくは黄昏に飛びたつ
宮武外骨　頓智と反骨のジャーナリスト 平凡社／編
読んで楽しむ百人一首 吉海　直人
私の名前はルーシー・バートン

脳トレーニン
グ研究会／編

エリザベス・
グリーンウッド

エリザベス・
ストラウト

パイインター
ナショナル／編

http://library.town.kawanishi.nara.jp

扌蔵書の検索、利用案内や行事のお知らせ、
図書館カレンダー等、詳しい情報はこちらへ。
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お　と　な

問合せ・申込み　健康福祉課　保健センター　TEL0745（43）1900　FAX0745（43）2812

　胃内視鏡（胃カメラ）による検診は、もしも異常があった時に、その場で詳しい検査を引き続きうけること
ができるというメリットがあります。
　しかし、出血や麻酔薬によるアレルギーショックなどのリスクを伴う検査にもなります。
対 象 者　50歳以上の方で、下記の要件に当てはまらない方
　　　　　・胃疾患に関連する症状のある人
　　　　　・胃疾患で受療（経過観察）中の人、胃全摘出術後の人
　　　　　・明らかな出血傾向、またはその疑いのある人
　　　　　・抗血栓薬（血小板の働きを抑え血液をサラサラにする薬）を飲んでいる人
　　　　　・呼吸不全や心疾患のある人
　　　　　・収縮期血圧の極めて高い人
　　　　　・咽頭などに重篤な疾患があり、内視鏡の挿入ができない人
　　　　　・全身状態が悪く、胃内視鏡検査に耐えられないと判断される人
　　　　　・妊娠中の人
実施期間・受診票の発行期間
　　　　　平成29年11月１日～平成30年２月28日
　　　　　※受診票は、保健センターで発行します。希望される方は、保健センターへお越しください。
　　　　　※服薬中の方は、お薬手帳や処方箋など薬の名前が分かるものを必ずお持ちください。
　　　　　※�受診票の発行は２年に１回です。（今年度胃内視鏡検診を受けられた方は、来年度は町が実施す

る胃の検診を受けることはできません）
　　　　　※今年度胃がん検診（胃バリウム検査）を受けられた方は、利用できません。
内　　容　問診・胃内視鏡（胃カメラ）の検査
実施場所　奈良県健康づくりセンター、国保中央病院
料　　金　4,500円（70歳以上の方は3,000円）

項　目 対　象 日　時 実　施　内　容

健 康 相 談
※時間予約制

生活習慣病について心配な
方、健診結果について聞き
たい方

11月６日（月）
12月11日（月）
実施時間
９：00～11：30

健診結果の説明や日常生活に関することなど個別の
相談に応じます。
※健診や血液検査の結果などを持参してください。

こ こ ろ の
健 康 相 談
※時間予約制

精神疾患・心の悩みを相談
したい方や家族の方

随　時
（お電話ください） 精神保健福祉士・保健師等が相談に応じます。

大 腸 が ん
検 　 　 診

40歳以上で今年度まだ大
腸がん検診を受けていない
方

11月13日、14日
12月20日、21日
受付時間
８：30～16：00
料金：500円

実施日の２週間前までにお申し込みください。
検便の容器と問診票を送付します。

11月から胃がんの内視鏡（胃カメラ）検診をはじめます！◆
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保健センターからのお知らせ
保健センターで実施します

こ　ど　も
※�お子さんの健診、予防接種、教室に来られる際には、必ず母子健康手帳を持参してください。
※�転入等で予防接種の予診票をお持ちでない方は、保健センターまでご連絡ください。

～みんなで楽しく健康に歩こう！～
コース　大和郡山城跡周辺　約7.5km
日　時　11月22日（水）
　　　　※少雨決行（8：40時点で決定）
集　合　近鉄結崎駅　改札前（お間違えのないように！）
　　　　受付時間　９：00～９：20　
　　　　※９：33の電車に乗車します。
　　　　※解散は15：00頃の予定です。
持ち物　�往復の電車代（520円）、軽食、タオル、雨具、

飲み物
　　　　※�歩きやすい服装・履き慣れた靴でお越し

ください。
申込み　�前日までに保健センターまでお申し込みく

ださい。

～意外と知らない、たばこと病気の関係！～
たばこが健康に及ぼす影響とは？
家族には「禁煙して！」と言われるけど ･･･
体のことを考えて、新方式たばこに替えたけど、どう？
などなど、最新の情報をお話してもらいます！
日　時　11月25日（土）受付９：10～
　　　　第１部（９：30～11：00）
　　　　講演会　講師：京都大学大学院特任教授
　　　　　　　　　　　高橋裕子先生
　　　　　　　　　　　日本禁煙科学会理事長
　　　　第２部（11：00～11：30）
　　　　個別相談会（先着４名）
　　　　あなたに合った禁煙方法をアドバイス！
　　　　一酸化炭素濃度測定も行います！
場　所　保健センター
申込み　11月24日（金）まで

項　目 対　象 日　時 実　施　内　容

10ヵ 月 児
健 康 相 談

生後９～11ヵ月児
（平成28年11月12日～平成
29年２月11日生まれ）
※対象者には個別通知します。

11月９日（木）

受付時間
　9：00～9：15

身体計測、発達・生活・栄養・歯科相談
離乳食の話、歯みがきの話

１歳６ヵ月児
健 康 診 査

１歳６ヵ月～１歳８ヵ月児
（平成28年２月15日～平成
28年５月14日生まれ）
※対象者には個別通知します。

11月10日（金）

受付時間
　13：30～14：30

問診、身体計測、内科診察
歯科検診、生活・栄養・歯科・発達相談

赤 ち ゃ ん
体 操 教 室

歩きはじめるまでの赤ちゃ
んと保護者の方

11月17日（金）

受付時間
　９：45～10：00

赤ちゃんと楽しくふれ合いながら、赤ちゃんの
からだの緊張をほぐしてあげましょう！
持ち物：バスタオル、オムツ等

４・５ヵ月児
健 康 診 査

生後４～５ヵ月児
（平成29年６月４日～８月
３日生まれ）
※対象者には個別通知します。

12月１日（金）

受付時間
　13：00～13：20

問診、身体計測、内科診察、生活・栄養相談
絵本の読み聞かせについて

す く す く
サ ロ ン

１、２歳くらいまでのお子
さんと保護者の方

12月６日（水）

受付時間
　９：45～10：00

子どもの食事（おやつ）や子育てのことを情報
交換しませんか？おやつの試食もあります！
持ち物：おやつ代100円、オムツ等

３歳６ヵ月児
健 康 診 査

３歳６ヵ月～８ヵ月児
（平成26年３月９日～
６月８日生まれ）
※対象者には個別通知します。

12月８日（金）

受付時間
　13：30～14：30

身体計測、尿検査、内科診察、
視覚・聴覚検査、歯科検診
生活・栄養・歯科・心理発達相談

健康ウォーキングのご案内
健康かわにし21推進事業 平成29年度　健康講座

最新！たばこと健康◆ ◆
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情　報　ひ　ろ　ば

交
付
請
求
い
た
だ
け
る
証
明
書
等

　
住
民
保
険
課
で
発
行
す
る
証
明
書

　
・
住
民
票
の
写
し　
・
住
民
票
除
票

　
・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

　
・
印
鑑
証
明
書

問
合
せ　
役
場
住
民
保
険
課　

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

　
行
政
に
つ
い
て
苦
情
や
意
見
・
要
望
な

ど
は「
行
政
相
談
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
『
行
政
相
談
委
員
』

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日
時　
11
月
15
日
（
水
）

　
午
前
10
時
～
12
時　
※
予
約
優
先

場
所　
川
西
町
役
場
2
階　
図
書
室

相
談
員　
川
西
町
行
政
相
談
委
員

問
合
せ　
役
場
住
民
保
険
課　

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

　
『
川
西
町
行
政
な
ん
で
も
相
談
所
』
は

毎
月
第
3
水
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

お
急
ぎ
の
方
は
『
行
政
苦
情
１
１
０
番
』

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
奈
良
行
政
評
価
事

務
所
（
総
務
省
）
に
繋
が
り
ま
す
。

【
行
政
苦
情
１
１
０
番（
全
国
共
通
番
号
）】

　
☎
０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０

　
12
月
の
人
権
週
間
の
一
環
と
し
て
、
弁

護
士
に
よ
る
「
無
料
法
律
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
省
み

る
と
人
権
に
関
わ
っ
た
様
々
な
問
題
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の

解
決
に
向
け
た
活
動
の
一
環
と
し
て
、『
弁

護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
』
を
開
催
し

ま
す
。
人
権
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　
12
月
8
日
（
金
）

　
午
後
1
時
～
4
時

　
証
明
書
等
の
休
日
交
付
を
毎
月
第
３
土

曜
に
行
っ
て
い
ま
す
。
休
日
交
付
に
は
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

事�

前
予
約　
証
明
書
発
行
を
ご
希
望
の
方

は
、
交
付
日
当
日
に
来
庁
さ
れ
る
時
間

を
、
休
日
交
付
日
の
前
開
庁
日
の
午
後

5
時
15
分
ま
で
に
電
話
等
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
交
付
日
当
日
の
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
の
間
で

時
間
を
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
点

※�

前
開
庁
日
ま
で
に
ど
な
た
か
ら
も
予
約

が
無
い
場
合
は
開
庁
し
ま
せ
ん
。

※�

休
日
開
庁
は
、
証
明
書
等
の
交
付
の
た

め
に
行
う
の
で
、
印
鑑
登
録
や
転
出
入

の
受
付
等
は
原
則
と
し
て
行
い
ま
せ
ん
。

日
時　
11
月
18
日
（
土
）

場
所　
役
場
1
階　
住
民
保
険
課
窓
口

場
所　
ぬ
く
も
り
の
郷

予�

約
受
付
日
時　
11
月
27
日
（
月
）
～
12

月
7
日
（
木
）

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

※�

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。（
先
着
順
）

相�

談
内
容　
人
権
に
関
す
る
問
題
（
性
差

別
、
子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
害
者
に
対

す
る
合
理
的
配
慮
に
欠
け
る
扱
い
、
同

和
問
題
、
外
国
人
差
別
な
ど
）
に
つ
い

て
の
法
律
相
談
。
1
人
に
つ
き
30
分
ま

で
の
相
談
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み　
役
場
住
民
保
険
課

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

　
差
別
、
い
や
が
ら
せ
な
ど
、
人
権
に
関
し

て
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
「
人
権
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
国

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
『
人
権
擁
護
委
員
』
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
」
は
毎
月
第
２

火
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
14
日
（
火
）

　
午
後
1
時
～
4
時

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ　
役
場
住
民
保
険
課

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

川
西
町
行
政
な
ん
で
も
相
談
所

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

証
明
書
等
の
休
日
交
付
の
お
知
ら
せ

役場・関係機関
電 話 番 号 帳

役場代表（総務課） 0745-44-2211

財 政 課 0745-44-2671

総 合 政 策 課 0745-44-2213

税 務 課 0745-44-2642

債 権 管 理 課 0745-44-2621

住 民 保 険 課 0745-44-2611

環 境 整 備 事 務 所 0745-43-1766

健 康 福 祉 課 0745-44-2631

長 寿 介 護 課 0745-44-2635

保 健 セ ン タ ー 0745-43-1900

産 業 建 設 課 0745-44-2679

上 下 水 道 課 0745-43-0331

議 会 事 務 局 0745-44-2681

会 計 課 0745-44-2648

教 育 総 務 課 0745-44-2684

社 会 教 育 課
（ 文 化 会 館 ）

0745-44-2214

図 書 館 0745-44-2212

西人権文化センター 0745-44-2080

東人権文化センター 0743-64-0650

いぶき子どもセンター 0745-43-0550

すばる子どもセンター 0743-64-1989

子育て支援センター 0745-43-2575

中 央 体 育 館 0745-44-1616

「
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
」

の
事
前
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
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情　報　ひ　ろ　ば
　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場
等

で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト

ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性
の
人
権
に
関
わ

る
問
題
に
つ
い
て
、相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時　
11
月
13
日
（
月
）
～
19
日
（
日
）

相
談
方
法　
①
電
話
相
談

　
☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

　
※
最
寄
り
の
法
務
局
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
※�

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
使
用
可
、
Ｉ
Ｐ

電
話
使
用
不
可

　
平
日　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

　
土
日　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談

　
Ｕ
Ｒ
Ｌhttp://w

w
w
.jinken.go.jp/

　

�

※
人
権
相
談
フ
ォ
ー
ム
に
相
談
内
容
等

を
記
入
し
て
送
信
す
る
と
、
後
日
、
最

寄
り
の
法
務
局
か
ら
回
答
さ
れ
ま
す
。

　
24
時
間
受
付
（
回
答
は
後
日
）

対
象　
県
内
在
住
の
女
性

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員

問
合
せ  

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
７
４
２（
23
）５
４
５
７

  

地
域
の
再
発
見
と
人
権
教
育
の
振
興
の

た
め
に
、
毎
年
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
近
鉄
箸

尾
駅
か
ら
近
鉄
黒
田
駅
近
郊
の
人
権
ス
ポ

ッ
ト
を
訪
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

講
師
は
、
人
権
史
跡
に
大
変
詳
し
い
、

天
理
大
学
講
師
の
吉
田
栄
治
郎
先
生
で
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
14
日
（
火
）

　
午
後
1
時
30
分
～
（
小
雨
決
行
）

集
合　
午
後
1
時
20
分
に
近
鉄
箸
尾
駅
前

問�

合
せ
・
申
込
み  

川
西
町
人
推
協
事
務

局
（
教
育
委
員
会
内
）

  

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

　
11
月
は
保
健
セ
ン
タ
ー
管
理
栄
養
士
の

下
地
梨
絵
さ
ん
か
ら
、「
元
気
に
な
る
食
事
」

を
テ
ー
マ
に
身
体
に
よ
い
食
事
の
お
話
を

お
聞
き
し
ま
す
。
手
作
り
お
や
つ
を
準
備
し

て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
で
は
、
心

身
の
健
康
に
不
安
を
お
持
ち
の
高
齢
者
の

方
や
ご
家
族
、
地
域
の
方
が
集
っ
て
日
頃
の

気
持
ち
を
話
し
た
り
、
介
護
や
健
康
の
相
談

を
お
受
け
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
16
日(

木)　

　
午
後
2
時
～
4
時

場
所　
川
西
文
化
会
館
サ
ー
ク
ル
室
Ｂ
Ｃ

対�

象　
川
西
町
民
で
高
齢
者
に
関
す
る
相

談
事
が
あ
る
方
、
介
護
や
認
知
症
に
関

心
が
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
。

参�

加
費　
１
０
０
円（
飲
み
物・お
菓
子
付
き
）

問
合
せ　
川
西
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
ぬ
く
も
り
の
郷
内
）

　
☎
０
７
４
５（
42
）１
１
８
０

　
5
人
か
ら
10
人
前
後
の
少
人
数
で
、
楽

し
く
筋
力
を
鍛
え
な
が
ら
、
自
宅
で
も
毎

日
続
け
ら
れ
る
運
動
の
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
週
１
回
60
～
90
分
程
度
の
運
動
を
、

3
か
月
（
12
回
）
続
け
る
講
座
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
少
し
体
力
が
落
ち
て
き
た
と
お

考
え
の
方
、
楽
し
く
運
動
を
続
け
て
若
返

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
年
度
に
1
回
限
り
の

参
加
で
す
の
で
今
年
度
す
で
に
参
加
さ
れ

た
方
は
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日�

時　
11
月
30
日
～
平
成
30
年
3
月
1
日

の
毎
週
木
曜
日
（
12
月
28
日
と
1
月
4

日
除
く
）

　
午
後
1
時
10
分
～
2
時
40
分

場
所　
ぬ
く
も
り
の
郷
２
階
大
会
議
室

参
加
費　
無
料

対�

象　
川
西
町
民
で
あ
る
65
歳
以
上
の
人

で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
教
室

参
加
が
適
当
と
判
断
さ
れ
た
方
。
申
し

込
み
が
5
人
に
満
た
な
い
場
合
は
開
講

を
見
合
わ
せ
ま
す
。

問�

合
せ
・
申
込
み　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
ぬ
く
も
り
の
郷
内
）へ
11
月
17
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
７
４
５（
42
）１
１
８
０

か
わ
に
し
コ
コ
ロ
カ
フ
ェ
の
ご
案
内

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

磯
城
郡
人
権
マ
ッ
プ

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
お
知
ら
せ

短
期
集
中
運
動
教
室
参
加
者
募
集

（
介
護
予
防
教
室
）

11月は水道メータの検針月です

　水道の定期検針を下記の日程で実施しますので、皆様の
ご協力をお願いします。
実施日
　11月13日（月）～16日（木）
検針にご協力ください
　�水道メータの検針は、２か月ごとの基準日（奇数月の15
日前後）に検針員が伺って、指示数を確認し、使用水量
をお知らせしています。正確で能率的な検針ができるよ
う、次の点に注意していただきますようご協力をお願い
します。
　・水道メータボックスの上に物を置かないでください。
　・�水道メータボックスの中は、いつもきれいにしてくだ
さい。

　・�水道メータボックス付近に犬がいて検針ができない、
また、車が駐車してあり、検針できないことがないよ
うご協力をお願いします。             

問合せ
　水道部上下水道課　☎０７４５（４３）０３３１
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い
き
い
き
広
輪
は
、
60
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
一
度
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

秋
の
寄
せ
植
え
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
寄
せ
植
え
と
は
、
１
つ
の
器
に
複
数
の

植
物
を
植
え
込
む
こ
と
を
い
い
ま
す
。
長

期
栽
培
に
は
向
き
ま
せ
ん
が
、
観
賞
用
と

し
て
１
つ
の
季
節
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
11
月
30
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
東
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

参�

加
費　
２
，
５
０
０
円
（
材
料
代
：
器

も
含
む
）

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

講
師　
澤
辺
孝
子
先
生

申�

込
み
期
間　
11
月
6
日
（
月
）
～
14
日

（
火
）
土
・
日
を
除
く

問
合
せ
・
申
込
み　
東
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー 

   

☎
０
７
４
３（
64
）０
６
５
０

　　
い
き
い
き
広
輪
は
、
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

右
脳
を
活
性
さ
せ
る
内
容
な
ど
を
通
じ

て
、
い
ろ
ん
な
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で

喜
び
や
楽
し
み
を
見
い
出
し
、
互
い
に
支

え
あ
い
な
が
ら
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。
い
き
い
き
広
輪
で
は
、
毎
月
い
ろ

ん
な
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

誘
い
あ
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

季
節
の
折
り
紙
　
～
干
支
の
色
紙
～

～�

来
年
度
の
干
支｢
戌｣
の
色
紙
を
飾
っ

て
新
し
い
年
を
迎
え
ま
せ
ん
か
！
～

【
特
別
企
画
】
年
齢
に
関
係
な
く
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

　
作
っ
て
楽
し
い
、飾
っ
て
う
れ
し
い
「
季

節
の
折
り
紙
」。
来
年
の
干
支
で
あ
る「
戌
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
折
り
紙
を
つ
く
り
ま
す
。

　
初
め
て
の
方
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時　
11
月
24
日
（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場
所　
西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師　
岡
田
幸
余
さ
ん

　
（
日
本
折
紙
協
会
講
師
）

参
加
費　
６
０
０
円

定
員　
20
名　
（
先
着
順
）

持�

ち
物　
は
さ
み
・
ピ
ン
セ
ッ
ト
（
な
け

れ
ば
結
構
で
す
。）

申�

込
み
期
間　
11
月
6
日
（
月
）
～
15
日

（
水
）（
土
・
日
の
ぞ
く
）

問
合
せ
・
申
込
み　
西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
０
８
０

　

中
央
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の
開
放
日
は
、

11
月
25
日
（
土
）
で
す
。
対
象
者
は
川
西

町
在
住
・
在
勤
者
で
す
。

問
合
せ　
川
西
町
立
中
央
体
育
館

　
☎
０
７
４
５（
44
）１
６
１
６

日
時　
11
月
18
日
（
土
）

　
午
前
９
時
～　
※
雨
天
中
止

場
所　
面
塚
公
園
・
寺
川
堤
防

　
（
宮
前
橋
～
面
塚
周
辺
）

持
ち
物　
軍
手
、
長
靴
、
タ
オ
ル
等

問
合
せ　
産
業
建
設
課

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
６
７
９

西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

11
月
い
き
い
き
広
輪

東
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

11
月
い
き
い
き
広
輪

面
塚
公
園
及
び
寺
川
上
流
の

清
掃
活
動
に
つ
い
て

中
央
体
育
館
11
月
の
開
放
日

1
い い
1月3

みらい
0日は

「年金の日」です

　厚生労働省では、「国民お一人、お一人、
「ねんきんネット」等を活用しながら、
高齢期の生活設計に思いを巡らしていた
だく日」として、11（いい）月30（みら
い）の日を「年金の日」としました。
　この機会に、「ねんきん定期便」や「ね
んきんネット」で、ご自身の年金記録と
年金受給見込額を確認し、未来の生活設
計について考えてみませんか。
　「ねんきんネット」をご利用いただく
と、いつでもご自身の年金記録を確認で
きるほか、将来の年金受給見込額につい
て、ご自身の年金記録を基に様々なパタ
ーンの試算をすることもできます。
　「ねんきんネット」については、日本
年金機構のホームページでご確認いただ
くか、桜井年金事務所にお問い合わせく
ださい。

日本年金機構 桜井年金事務所
℡０７４４（４２）００３３
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精
神
障
害
者
お
よ
び
家
族
の
支
援
を
し

て
い
る
社
会
福
祉
法
人
萌
で
は
、
障
害
者

週
間
に
ち
な
み
、
広
く
県
民
の
皆
様
を
対

象
に｢

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談｣

を
実
施
し

ま
す
。
眠
れ
な
い
日
や
気
分
が
落
ち
込
む

日
が
続
く
、
や
る
気
が
で
な
い
、
不
安
で

仕
方
な
い
、
精
神
科
へ
の
受
診
や
薬
へ
の

不
安
…
等
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
相

談
を
受
け
、
つ
ら
い
気
持
ち
を
傾
聴
し
、

精
神
保
健
福
祉
の
情
報
提
供
を
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。（
通
話

料
は
相
談
者
負
担
）

日�

時　

12
月
2
日
（
土
）
～
6
日
（
水
）

の
5
日
間　
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午

後
10
時

相
談
電
話
番
号

　
☎
０
７
４
３（
85
）５
６
３
９

問
合
せ　
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

い
ろ
は

　
☎
０
７
４
４（
32
）７
７
５
３

　　
つ
き
た
て
の
お
も
ち
を
、
み
ん
な
で
食

べ
よ
う
！
豚
汁
も
出
ま
す
。
お
も
ち
が
な

く
な
り
し
だ
い
終
了
し
ま
す
。

日
時　
12
月
9
日
（
土
）
午
前
11
時
～　

場
所　
役
場
前
駐
車
場

※
雨
天
時
は
文
化
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

参�

加
費　

小
学
生
以
上 

２
０
０
円
、
３

歳
～
５
歳
児 

１
０
０
円
、
未
就
園
児 

無
料

問
合
せ　
い
ぶ
き
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
５（
43
）０
５
５
０

　
す
ば
る
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
３（
64
）１
９
８
９

　
青
少
年
健
全
育
成
の
取
組
み
と
し
て
体

験
学
習
を
通
じ
て
、
磯
城
郡
３
町
の
小
学

生
の
交
流
を
図
り
ま
す
。
灘
浜
サ
イ
エ
ン

ス
ス
ク
エ
ア
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。
午
後
は
須
磨
海
浜
水

族
館
で
海
の
生
物
の
生
態
な
ど
に
ふ
れ
ま

す
。

日
時　
平
成
30
年
1
月
20
日
（
土
）

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分
予
定

　
（
午
前
8
時
15
分
集
合
）

場�

所　
灘
浜
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
エ
ア
、
須

磨
海
浜
水
族
園

対
象　
磯
城
郡
内
の
小
学
生
４
～
６
年
生

定�

員　
３
町
全
体
で
40
人
（
先
着
順
に
受

け
付
け
ま
す
。）

参
加
費　
１
，
０
０
０
円　
（
当
日
徴
収
）

持�

ち
物　
水
筒
・
筆
記
用
具
・
敷
物
・
常

備
薬
（
酔
い
止
め
な
ど
）

※
昼
食
は
、
主
催
者
で
用
意
し
ま
す
。

主
催　
磯
城
郡
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会

申�

込
み　
12
月
4
日
（
月
）
～
22
日
（
金
）

に
教
育
委
員
会
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み　
教
育
委
員
会
事
務
局

　
社
会
教
育
課

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

　

第
４
回
フ
ー
バ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
を
基
本
に
、
や

わ
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
行
う
簡
単
に

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
１
チ
ー
ム
４
人

以
上
の
チ
ー
ム
、
ま
た
は
個
人
で
も
参
加

可
能
で
す
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
ア

ジ
ャ
タ
（
ス
ポ
ー
ツ
玉
入
れ
）
を
予
定
し

て
い
ま
す
。参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
12
月
2
日
（
土
）

　
午
前
9
時
～
（
午
前
中
）

場
所　
川
西
町
中
央
体
育
館

主
催　
川
西
町
体
育
協
会

申�

込
み　
11
月
25
日
（
土
）
ま
で
に
中
央

体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
川
西
町
中
央
体
育
館

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

【
予
選
会
】

日�
時　
①
11
月
22
日
（
水
）
午
後
３
時

　
集
合
・
午
後
３
時
30
分
開
始

　

�

②
12
月
２
日
（
土
）
午
後
３
時
30
分

　
集
合
・
午
後
４
時
開
始

　

�

①
・
②
の
ど
ち
ら
か
の
予
選
会
に
参
加

申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　
川
西
健
民
運
動
場

対
象
者　
町
内
在
住
の
小
学
５・６
年
生

内�

容　

健
民
運
動
場
内
ト
ラ
ッ
ク
１
，

２
０
０
m
走
行
、
タ
イ
ム
計
測
で
男
女

上
位
各
６
名
選
出
。

主
催　
川
西
町
教
育
委
員
会

申�

込
み　
11
月
6
日
（
月
）
～
17
日
（
金
）

に
、教
育
委
員
会
（
川
西
文
化
会
館
内
）

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
を
記
入
し
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
本
大
会
】

第
13
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会

日
時　
平
成
30
年
3
月
3
日
（
土
）

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
2
時 

小
雨
決
行

場�

所　

橿
原
運
動
公
園
（
橿
原
市
雲
梯

３
２
３
︱
２
）　

問
合
せ　
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

　
川
西
町
で
は
登
録
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
正
規
職
員
の
出
産
休
暇
・

育
児
休
業
や
病
気
休
暇
、
ま
た
、
新
規
事

業
実
施
に
よ
る
一
時
的
な
事
務
の
増
加
な

ど
が
生
じ
た
場
合
に
、
登
録
ア
ル
バ
イ
ト

に
登
録
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、随
時
、

雇
用
条
件
等
を
勘
案
し
て
採
用
す
る
予
定

で
す
。
詳
し
い
要
件
等
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は
電
話
等

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
役
場
総
務
課

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
１

第
13
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会

川
西
町
予
選
会
開
催
に
つ
い
て

子
ど
も
セ
ン
タ
ー 

イ
ベ
ン
ト
案
内

も
ち
つ
き
大
会

萌
　
こ
こ
ろ
の
相
談
室

磯
城
郡
３
町
子
ど
も
交
流
会

第
４
回
フ
ー
バ
大
会 

参
加
者
募
集

登
録
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集
つ
い
て
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情　報　ひ　ろ　ば
　
本
年
度
の
成
人
式
の
予
定
は
次
の
と
お

り
で
す
。な
お
、平
成
29
年
11
月
10
日（
金
）

現
在
で
川
西
町
に
住
所
が
あ
り
、
今
年
度

に
20
歳
を
迎
え
る
方
に
は
、
案
内
状
（
ハ

ガ
キ
）
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
出
席
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
転
出
さ
れ
川
西
町
に
住
所

が
な
い
方
で
川
西
町
で
の
成
人
式
を
希
望

さ
れ
る
新
成
人
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

11
月
17
日（
金
）ま
で
に
川
西
町
教
育
委
員

会
事
務
局
社
会
教
育
課
ま
で
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
案
内
状
（
ハ
ガ
キ
）
の
発
送

は
、
12
月
初
め
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　
平
成
30
年
1
月
8
日
（
月
）

　

｢

成
人
の
日｣　
受
付
午
前
9
時
30
分
～

　
開
式　
午
前
10
時

対�

象
者　
平
成
9
年
4
月
2
日
～
平
成
10

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

問
合
せ　
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

　
ＦＡＸ
０
７
４
５（
43
）３
２
４
５

　
飛
鳥
川
沿
い
の
6
市
町
村（
田
原
本
町・

川
西
町
・
三
宅
町
・
橿
原
市
・
高
取
町
・

明
日
香
村
）
が
広
域
で
の
観
光
振
興
を
進

め
る
一
環
と
し
て
、
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
日
本
旅
行
の
カ
リ
ス
マ

添
乗
員
・
平
田
進
也
氏
の
講
演
会
や
6
市

町
村
の
首
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
～

　
（
午
前
9
時
30
分
開
場
）

場�

所　
田
原
本
町
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
弥
生
の
里
ホ
ー
ル
（
田
原
本
町
阪
手

２
３
３
︱
１
）

定
員　
８
０
０
人
（
申
込
不
要・先
着
順
）

費
用　
無
料

問
合
せ　
役
場
総
合
政
策
課

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
３

不
用
品
を
買
い
取
っ
て
も
ら
う
は
ず

が
、
貴
金
属
を
買
い
取
ら
れ
た
！

―
訪
問
購
入
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
に
は
―

　
『「
不
用
品
を
買
い
取
る
」
と
い
う
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
の
で
家
に
き
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、
不
用
品
で
は
な
く
指
輪
な
ど

の
貴
金
属
を
安
く
買
い
取
ら
れ
て
し
ま
っ

た
』
と
い
う
訪
問
購
入
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に

①�

い
き
な
り
訪
問
し
て
き
た
購
入
業
者
に

は
対
応
し
な
い

　

�

訪
問
購
入
で
は
、
購
入
業
者
が
突
然
訪

問
し
て
勧
誘
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
禁
止
行
為
を
す
る

購
入
業
者
は
家
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

②�

事
前
に
買
い
取
り
を
承
諾
し
た
も
の
以

外
売
ら
な
い

　

�

事
前
の
電
話
で
は「
着
物
を
買
い
取
る
」

と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
家
に
来
た
ら

「
貴
金
属
は
な
い
か
」
な
ど
と
最
初
の

話
と
は
別
の
も
の
を
売
る
よ
う
求
め
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
な
ら
な
い
よ
う

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

③
契
約
書
面
を
渡
し
て
も
ら
う

　

�

買
取
を
承
諾
し
た
時
に
は
、
そ
の
物
品

の
種
類
、
特
徴
、
価
格
、
ク
ー
リ
ン
グ・

オ
フ
な
ど
に
つ
い
て
書
か
れ
た
書
類
を

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。「
ア
ク
セ
サ
リ

ー
一
式　
○
○
円
」
と
い
っ
た
物
品
を

特
定
で
き
な
い
よ
う
な
記
載
方
法
は
認

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

④�

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
は
物
品
を

手
元
に
お
い
て
お
く

　

�

消
費
者
（
買
い
取
ら
れ
た
側
）
は
8
日

間
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間
中
は

物
品
の
引
き
渡
し
を
拒
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。一
度
物
品
を
渡
し
て
し
ま
う
と
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
中
で
あ
っ
て

も
購
入
業
者
が
そ
の
物
品
を
紛
失
し
た

り
、
消
費
者
に
通
知
せ
ず
他
の
人
に
売

っ
て
し
ま
わ
れ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
契
約
後
す
ぐ
に
物
品
を
渡
さ

ず
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
は
手

元
に
置
い
て
本
当
に
買
い
取
っ
て
も
ら

い
た
い
の
か
冷
静
に
考
え
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
と
き
、
心
配
な
と

き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
広
域
で
連

携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
宅
町
の
相
談

窓
口
も
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
川
西
町
相
談
窓
口
】

日
時　
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所　
川
西
町
役
場
2
階
図
書
室

予
約
先　
役
場
住
民
保
険
課

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

【
三
宅
町
相
談
窓
口
】

日
時　
毎
週
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所　
三
宅
町
役
場
3
階
第
2
会
議
室

予
約
先　
三
宅
町
役
場　

　
☎
０
７
４
５（
44
）２
０
０
１

飛
鳥
川
沿
い
地
域
の

広
域
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

成
人
式
に
つ
い
て

11月の納期

国民健康保険税
（普通徴収・第５期分）
後期高齢者医療保険料

（普通徴収・第５期分）

住民保険課
☎ 0745（44）2611

介護保険料
（普通徴収・第５期分）

長寿介護課
☎ 0745（44）2635

納期限　11月30日（木） 消
費
生
活
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
（
予
約
優
先
）

消
費
生
活
相
談
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　８月19日から熊本県で開催された全国中学校体育大会
への出場を前に、式下中学校の生徒の皆さんが町長を表敬
訪問されました。出場種目は陸上競技の女子４×１００ｍ
リレーでした。
　奈良県、近畿の各大会で優秀な成績を収めての出場、お
めでとうございました。
　日々の活動の中で得たものを活かして、今後ますますの
飛躍を期待しています。 　かわにし Art Festival “ 結 ” として結崎能・かわにし

Art 展が開催されました。
　観世流発祥の地において、二十六世観世宗家 観世清和
師と和泉流狂言方 野村萬斎師という当代最高の競演が実
現し、「翁」の面は、観世宗家に平安時代から伝わる、重要
文化財、弥勒作の翁面「白色（はくしき）」が使用され、
能楽の歴史と伝統、文化の厚みと深みを感じることができ
る催しとなりました。また、結崎観世会や川西小学校有志、
子ども能楽講座生による発表や、ワークショップも開催さ
れ、実際に能楽のお話や、すり足、能楽で使用する楽器を
体験することができました。

　▲（写真左から）荒井知事、竹村町長

　少子高齢化と人口減少が進行し地域の衰退が予想され
る中で、将来に渡って川西町で安心して暮らせるようにす
るため、本町では、「人・企業にとって魅力あるまちづくり」
を目指し、新たな工業ゾーン創出事業を進めています。
　当該事業において、奈良県と「工業ゾーン創出に関する連
携協定書」を締結しました。今後は本協定に基づき、奈良県
の支援をいただきながら、当該事業を推進していきます。

　今年度は戦後72年となりました。川西町では戦没者追
悼式を開催し、ご遺族をはじめ、多くの町民の皆さまとと
もに、先の大戦をはじめとする幾多の戦火の犠牲となられ
た方々を心から追悼し、英霊のご冥福をお祈りしました。
戦争の悲惨さを風化させず次世代に語り継ぎ、恒久平和の
確立に向けて、町全体で努力していくことを誓いました。
また、追悼式で使用しました献花等につきましては、ご出
席された参加者の方々にお配りしてお持ち帰り頂きまし
た。来年度も多くの町民のみなさまのご参加をお待ちして
います。

８／16（水）
式下中学校　陸上全国大会に出場

9／5（火） �「工業ゾーン創出に関する連携協
定書」を奈良県と締結しました！

10／８（日）、９（月） 「第32回国民文化祭なら2017」
「第17回全国障害者芸術・文化祭なら大会」

10／5（木）　
平成29年度　戦没者追悼式を開催しました

まちのアルバム

御ご

在ざ
い

所し
ょ
の　

蜻
蛉
は
ど
こ
ま
で　

下
り
ゆ
か
ん

　
　
　
「
Ｇ
」
を
記
し
て　

再
び
空
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
本　

玲
子

腰
ま
で
に　

伸
び
た　

雑
あ
ら
く
さ草　

刈
り
取
れ
ば

　
　
　

い
つ
し
か
畑
に　

群
が
る
ト
ン
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

新
一

幸
ひ
に
も　

再
び
命
た
ま
は
り
て

　
　
　

喜
び
生
き
む　

笑
み
を
忘
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
川　

和
子

　
　

川
西
短
歌
会
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■
広

報
川

西
　

第
574号

　
平

成
29年

11月
１

日
発

行
　

■
発

行
　

奈
良

県
川

西
町

　
■

編
集

　
川

西
町

役
場

総
務

部
総

合
政

策
課

／
奈

良
県

磯
城

郡
川

西
町

大
字

結
崎

28―１
　

☎
0745―44―2213　

■
橋

本
印

刷
株

式
会

社

＜野菜をもっと食べよう～プラス１皿～＞
　里いもは、いも類のなかでも低カロリーでカリ
ウムや食物繊維の豊富な食品です。また、里いも
特有のぬめりは“ムチン”“ガラクタン”という
成分によるもので、消化を良くしたり免疫力を高
める働きがあります。

〜健康かわにし21〜

里芋のミルクシチュー

作り方
❶�　鶏肉はひと口大の大きさに切る。
❷�　�人参は小さめの乱切りにし、玉ねぎはくし型

に切る。
❸�　里芋は皮をむいて、ひと口大に切る。
❹�　鍋にバターを熱し、鶏肉、人参、玉ねぎ、里

芋を炒める。
　水、ブイヨンを加えて煮込む。
❺�　野菜がやわらかくなったら、コーン、牛乳を

加える。
　塩、こしょうで味をととのえる。

平成28年度までに掲載したレシピを、ホームページに掲載
しました。ホームページ「暮らし→健康・医療→食育（レシ
ピ）」で検索できます。ご活用ください。

１人分エネルギー……293kcal　塩分……1.2ｇ

おいしくごはんを食べよう

FINE　SMILE ☆ 募集中！
申し込みは総合政策課まで

☎０７４５−４４−２２１３

  藤
ふじもと

本　壮
そう

太
た

ちゃん

ダンスとラムネが
大好きなそうちゃん
早くおしゃべり
できるように
がんばろうね！

  井
いのうえ

上　桜
さ ほ

穂ちゃん

にこにこ笑顔で
大きくなってね！

編集後記
　今月号の表紙にもなっている能楽ワークショップに参加し
ました。川西町が能楽に縁がある地であることは知っていな
がらも、能楽にはどこかかたいイメージを持っていました。こ
のワークショップでは、能楽の所作やいわれなどを能楽師の
先生がおもしろく、わかりやすく説明してくださり楽しく学
ぶことができました。機会があれば、能楽の公演も観にいっ
てみたいですね。

　　　　　　　　　　	 （前月比）
人　口／8 , 6 7 5人	 （－３人）
　　男　4 , 2 1 5人	 （－３人）
　　女　4 , 4 6 0人	 （±０人）
世帯数 /3 , 5 9 8世帯	（±０世帯）
※内訳　転入　26人	 転出　16人
　　　　出生　 3人	 死亡　10人
	 その他増　１人　その他減　７人

（平成29年10月１日現在）

材料（４人分）
鶏肉………… ２００ｇ
人参……………… １本
玉ねぎ…………… １玉
里芋……………… ６個
コーン……… 大さじ２

バター………… １０ｇ
水…………… ２００㏄
ブイヨン………… ２個
牛乳………… ４００㏄
塩、こしょう…… 適宜

家庭ごみ（町収集分）の排出状況
平成29年９月分家庭ごみ（町収集分）の排出状況

問合せ　住民保険課　☎0745（44）2611

排出量（ｔ） 前月比（％） 前年同月比（％）

可　燃 127.42 91.5 95.5

不　燃 11.23 144.9 85.5

資　源 9.20 108.4 127.2

FINE　SMILE 


